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本協議会の設立当初は、計画策定等のコンサルティング業務の受注が中心でしたが、現在ではコンサルティ
ング業務から建設工事まで幅広い業種での受注に成功していると聞いています。これまでの長年にわたる
技術協力や、現地との厚い信頼関係を築いてこられた会員企業及び関係機関の皆様方の地道な活動の成果
の賜物であると深く敬意を表します。

本市は、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）のトップランナーを目指して、１７のゴールの達成に向けて取
り組んでいます。２０１８年に策定された「北九州市ＳＤＧｓ 未来都市計画」では、『「真の豊かさ」にあ
ふれ、世界に貢献し、信頼される「グリーン成長都市」』を本市のあるべきビジョンとしており、その中で
も上下水道分野での国際技術協力、海外水ビジネスの推進は、本市の都市ブランド向上、ＳＤＧｓ推進に、
大いに貢献するものと期待しております。

結びに、本協議会の活動が、今後も、アジア、ひいては世界の水環境改善に貢献し、さらなる地元経済の
活性化につながることを祈念して、挨拶とさせていただきます。     

北九州市海外水ビジネス推進協議会が設立１０周年という節目の年を迎えら
れましたことを心からお祝い申し上げます。

北九州市は１９９０年から上下水道分野での国際技術協力を積極的に行って
おり、カンボジアでの「プノンペンの奇跡」に代表されるように、東南アジ
ア諸国を中心とした発展途上国の水環境の改善に貢献してまいりました。

このような国際技術協力によって築いた相手国政府や関係者との深い絆、信
頼関係という本市の強みを海外水ビジネスに生かすため、２０１０年、全国
に先駆けて設立されたのが、官民連携組織「北九州市海外水ビジネス推進協
議会」です。 北九州市長　 北橋 健治

ごあいさつ 祝 辞

北九州市海外水ビジネス推進協議会（ＫＯＷＢＡ）は、2010 年 8 月 31 日に
設立され、今年で 10 年目を迎えました。これはひとえに北九州市をはじめ会
員企業、歴代会長、役員、幹事の皆様、そして全ての関係者の皆様の多大なる
ご尽力とご支援の賜物と心から感謝申し上げます。

当推進協議会の強みは、100 年以上にわたり上下水道事業を運営し、かつ 30
年以上の国際技術協力の実績を持つ北九州市上下水道局による力強いサポー
ト、そして地元企業を中心とした会員企業約 150 社の多岐多様な分野の技術
力であります。推進協議会は、海外でのセミナー開催や展示会への出展などを
通じて、安心・安全・安定的な水供給、高効率な汚水処理などの会員企業の強
みを活かした水ビジネスの海外展開を支援してきました。これまでに成立した
案件は、71 件、155 億円（2020 年 3 月末）に達し、素晴らしい成果を上げ
てきたと自負しております。

世界の水ビジネスは、経済発展や生活水準の向上などに伴ってこれからも拡大すると見込まれています。今年、
世界中で COVID-19 が猛威を振るい、感染拡大の予防対策の徹底を求められていますが、なかには手洗いの水
さえ十分に供給されていない地域があります。このような衛生環境の改善や、近年激甚化している水災害への
対策も重要な課題となっています。こうした様々な社会課題に対して、限りある水資源の有効利用、ICT 導入
による効率的な事業運営、長期的なアセットマネージメントの推進などの提案型・即応型の対応が期待されて
います。

海外水ビジネスは引き続き ODA が中心となりますが、分野横断的に官民が一体となって取り組む優位性を活
かして、グローバル市場で勝ち抜けるビジネスモデルを構築し、地域そして世界に貢献できる協議会になれる
よう努めてまいります。
今後とも、北九州市海外水ビジネス推進協議会へ一層のご支援を賜りますようお願いいたします。

北九州市海外水ビジネス推進協議会
会　長　　白川　敬
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中国 大連市下水道の普及とともに、紫川の水質が飛躍的に改善

官営八幡製鐵所（1901 年） 1950 年代の北九州工業地帯

草の根技術協力
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協力の基盤が強化された。
　このように、市内企業と行政、それに JICA が協力し、
公害を身をもって克服する中で得られた経験や知見をも
とに、国際協力を行ってきた。また行政だけでなく、多
数の地元企業の協力を得て、工場や研究機関などの現場
で、経験豊富な専門家による実践的な研修を行っている
ことが、北九州市の国際協力の特徴と言える。

　一方、産業発展の過程の中で発生した深刻な公害問題
に直面した。工場から立ち昇るいわゆる「七色の煙」に
よる大気汚染や、工場廃水よって「死の海」と呼ばれた
洞海湾の水質汚染に市民は悩まされてきた。しかし、市
民・企業・行政が一体となって公害対策に取り組んだ結
果、公害問題は急速に改善していった。1960 年代に国
内最悪の大気汚染を記録した七色の空は青い空を取り戻
し、大腸菌さえ住めないと言われた洞海湾には 100 種
類以上の魚介類が生息するようになった。
　この公害問題を克服する過程で得られた貴重なノウハ
ウを活かして、世界の環境問題に早くから積極的に取り
組んできた。今では国際連合などから表彰されるなど、
環境先進都市として国際的に高い評価を得ている。

それ以前に布設していた長崎を入れても 2 番目であり、
今年で 103 年目となる。市発足当初の昭和 38 年の下
水道普及率は約 2％であったが、トイレの水洗化などを
望む市民の強い要望により高度経済成長期に整備を加
速し、下水道普及率は昭和 52 年に 50％、平成 18 年に
99.8％に到達し、衛生環境の改善や河川等の水質改善
に大きな役割を果たしてきた。

する「緑の成長戦略」を推進している。この都市戦略
の一環として 2011 年には、「環境未来都市」及び、福
岡県、福岡市とともに申請した「グリーンアジア国際戦
略総合特区」双方の認定を自治体で唯一受けている。ま
た 2017 年には外務省の第 1 回「ジャパン SDGs アワー
ド」を受賞し、2018 年 4 月には、国際機関の経済協力
開発機構（OECD）から、「SDGs 推進に向けた世界のモ
デル都市」の一つにアジア地域で初めて選定された。さ
らに同 6 月、内閣府から「SDGs 未来都市」及び「自治
体 SDGs モデル事業」にも選定されており、同 7 月には
国連本部での国連ハイレベル政治フォーラムにおいて、
日本の自治体の代表として、北九州市長がプレゼンテー
ションを行うなど、市の実績は世界的にも高く評価され
ている。
　大きな成長が期待されている北九州市の海外水ビジ
ネスは、市の緑の成長戦略の柱のひとつであり、また
SDGs の目標達成に繋がる取り組みとして推進されてい
る。

北九州市の国際協力と海外水ビジネス

北九州市の概要と公害克服の歴史

北九州市上下水道の歴史と発展　

　公害問題克服で蓄積した知識や経験を発信・活用し、
今後経済及び産業発展が見込まれる途上国が、工業化
を推進する過程で発生する環境問題に対応するため、
1980 年、地元経済団体が中心となり、財団法人北九州
国際研修協会（KITA：現 公益財団法人 北九州国際技術
協力協会）が産官学民一体で設立された。KITA 設立を
契機に環境国際協力は一気に前進し、産業発展と環境保
全の両立を目指した国際協力活動を行ってきた。産業廃
水処理技術コース、生活排水対策コースや大気環境保全
管理コースなどの環境分野の他に、北九州市のモノづく
りの技術を生かした、生産技術・設備保全や省エネルギー
に関する研修コース等を実施している。この KITA の実
績が認められ、1989 年には、国際協力事業団（JICA：
現 独立行政法人 国際協力機構）の国内拠点の 1 つであ
る九州国際センターが KITA に隣接して開設され、国際

北九州市の国際協力の実績

北九州市の国際協力への取り組み

　北九州市は玄界灘に接する長い海岸線を持ち、また豊
かな緑に囲まれた工業都市である。昭和 38 年に旧五市
の対等合併によって北九州市が誕生して以来、今年で市
制 58 年目を迎えた。関門海峡を挟んで本州と接し、ま
た大陸とも近いという地理的特性から、古くから交通の
要所として栄えてきた。また、背後には当時国内最大規
模の筑豊炭田を擁しており、1901 年には我が国最初の
近代的な官営八幡製鐵所が建設された。それ以来、日本
の近代産業発祥の地として、また四大工業地帯の一角と
して急速な発展を遂げ、日本の高度経済成長を支えてき
た。2015 年にはこれら創業期の建物が世界遺産登録さ
れた。

　北九州市の上水道は、国際貿易港として開港した旧門
司市で明治 44 年に給水を開始した。これは全国で 22
番目、九州では 3 番目の近代水道であり、今年で 110
年目となる。上水道整備は、人口増や工業都市としての
発展に伴う水需要増大への対応、また大規模渇水を幾度
となく経験するなど、まさに「渇水との戦い」であった。
今では 5 期にわたる拡張工事を経て、「渇水に強い北九
州市」として安全な水の安定給水と、政令指定都市の中
では 3 番目に、また福岡県内では 1 番安価な水道料金
を実現している。更に近年では、北部九州の中核都市と
して、福岡都市圏との連携や、近隣自治体との水道広域
化にも積極的に取り組んでいる。
　一方、下水道は当時国内最大の石炭積出港として繁栄
していた旧若松市で大正 7 年に事業を開始した。これ
は明治33年施行の下水道法によるものとしては九州初、

　北九州市はアジアを中心とした環境国際協力を積極
的に推進しており、友好都市である中国大連市に対し
て行った「大連市環境モデル地区整備計画」の提案が、
1996 年に政府開発援助（ODA）案件として採択された。
これは自治体レベルの協力が ODA 案件に結び付いた初
めてのケースであった。大連市は 2001 年に中国の都市
では初めて、国連環境計画の「グローバル 500」を受
賞するほどの成果を上げている。
　また、フィリピンでの環境教育事業や、タイ、インド
ネシアでの、市内企業が開発した生ごみ堆肥化の技術を
用いた、ごみ減量と衛生環境改善という途上国の主要課
題の解決に大きく寄与してきた。
　このような歴史と実績を活かし、また低炭素化や再生
可能エネルギーの活用といった世界的な時代の要請をふ
まえ、北九州市は「環境」と「アジア」をキーワードと

北九州市が持つポテンシャル北九州市が持つポテンシャル
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水ビジネスの国際戦略拠点

KOWBA 総会開催
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KOWBA 設立の経緯KOWBA設立の経緯

大臣表彰の受賞は水道事業体として初めてであった。ま
た 2011 年にはカンボジア政府から、カンボジアの発展
に尽くした外国人に与える最高位の勲章が市長に授与さ
れ、2015 年にはフンセン首相が来北し、首相自らの提
案により、プノンペン都と北九州市の姉妹都市協定が翌
2016 年に締結された。
　一方、下水道分野においても JICA の要請を受け、
1991 年に南米ボリビアの首都ラパスの下水道計画策定
のために初めて市職員を派遣している。同年には韓国で
下水道施設設計基準作成のため、また 1995 年からはイ
ンドネシア国ジャカルタへ JICA 専門家として職員を派
遣している。その後、タイ、中東パレスチナ、中国昆明
市、大連市、サウジアラビア、ベトナム国ハイフォン市、
カンボジア国プノンペン等へも職員を派遣し、下水道の
ノウハウは徐々に世界に広がっている。
　上下水道分野において、北九州市はこれまでに 13 カ
国に延べ 204 人を派遣し、156 カ国から延べ 6,527 人
の研修生を受け入れ、世界の水環境分野の改善に寄与し
てきた。

により、世界的に水資源不足や水質汚染が進む一方、経
済発展に伴い世界的な水需要と水インフラ整備需要は増
大し、水ビジネスは 2025 年には約 80 兆円規模に成長
すると予測していた。このように水ビジネスの機運が高
まるなか、2010 年 7 月に国土交通、厚生労働、経済産
業の三省は、官民連携による海外展開を推進するため、

「海外水インフラ PPP 協議会」を設立。北九州市も当時
の水道局と建設局（下水道担当部局）が協議会委員とし
て参加していた。
　近年の経済成長の著しいアジア諸国においては、都市
化の進展や生活水準の向上とともに、水インフラに関す

州市海外事業サポートセンター」を開設した。これは、
会員企業の現地でのビジネス活動をサポートするもの
で、具体的には、通訳や車、宿泊の手配などのセクレ
タリー業務の他、ミーティングスペースやコピー、イン
ターネット環境の提供、また個別スペースの貸し出し等
を行っている。水ビジネスに特化した海外拠点というの
は非常に珍しく、会員企業の両国でのビジネススタート
アップやビジネス拠点として利用されている。
　このように、KOWBA 設立以来、会員企業の活動状況
や現地のビジネス環境に応じて、体制の強化を順次図っ
てきた。また設立当時より、当面のビジネス対象を、こ
れまで市が技術協力や都市間連携で培った強い人的ネッ
トワークを持つカンボジア国、ベトナム国ハイフォン市、
中国大連市に設定し、これら地域に調査団やミッション
団を派遣して現地のニーズ情報の収集に取り組むととも
に、会員企業の得意技術や製品を紹介するセミナーの開
催、展示会への出展、さらにそれに引き続く商談活動等
を継続的に実施し、着実に成果を積み重ねているところ
である。

北九州市の上下水道分野における国際協力の歴史

海外水ビジネスへの展開

KOWBA設立

　北九州市の上下水道分野における海外水ビジネスの
強みは、上下水道局の 30 年間にわたる国際技術協力で
ある。JICA の要請による初めての水道局職員の海外派
遣は、1990 年、西アフリカのマリ共和国への上水道開
発調査であった。翌年からはインドネシアの JICA 技術
協力プロジェクトに 6 年間、延べ 10 人を派遣した。こ
の技プロでの漏水防止対策支援の実績が JICA で評価さ
れ、1996 年からはボスニア・ヘルツェゴビナの漏水防
止技術者の受入研修、更に 1997 年からは JICA エジプ
ト水道技術訓練向上計画プロジェクト、そして 1999 年
からのカンボジア国プノンペン水道支援に繋がっていっ
た。また友好都市の関係から水道技術協力の要請を受け、
2001 年から中国大連市、2010 年からはベトナム国ハ
イフォン市への水道技術支援を開始した。
　特にプノンペンの水道復興に対する北九州市の貢献
は、JICA、外務省、カンボジア国、そして多くの水道関
係者から「プノンペンの奇跡」としてめざましい成果を
絶賛され、2006 年には JICA 理事長賞を、2012 年には
外務大臣表彰を受賞した。これは特にカンボジア国にお
ける水道分野の国際協力事業が評価されたもので、外務

　日本の上下水道事業は、明治以来、地方自治体により
公営で運営されてきた。そのため、上下水道事業者には
海外の水メジャーの様にビジネスという視点がなかっ
た。一方、水道施設の建設、設備や機器等の開発・製造
は民間企業が担ってきた。日本の民間企業は技術力はあ
るものの、上下水道事業の運営経験がないため、世界の
水メジャーとの競争に参加できずにいた。このため、海
外で水ビジネスを行うには、事業運営経験がある自治体
と、技術力のある民間企業による官民連携が不可欠で
あった。
　2008 年当時、経済産業省は、地球温暖化や人口増加

るニーズが拡大、多様化しており、相手が満足する最適
なソリューションの提供には、プロジェクト期間だけで
はなく、持続的に取り組んでいくことが不可欠な状況と
なっていた。北九州市水道局もこれまでの国際技術協力
を通じ、国や自治体によるプロジェクトベースの協力で
は、特にマンパワーや資金の面で継続的に取り組むこと
が難しく、限界があると感じていた。
　こうしたなか、国が主導する海外水ビジネスの取組み
は、北九州市の 20 年以上にわたる国際技術協力を通じ
て得られた経験と人的ネットワークを最大限活用でき、
さらに、アジアの旺盛な活力を取り込んで地元経済の活
性化に繋がるものと判断し、従来の技術協力の枠を越え、
海外水ビジネスへと舵を切った。

　2010 年 8 月、北九州市は全国の自治体に先駆け、
官民連携組織「北九州市海外水ビジネス推進協議会」

（KOWBA）を発足させ、民間企業をはじめ、JICA など
の国際関係機関、国の省庁からの参加も得て、官民が一
丸となって水ビジネスを推進する体制を整えた。初代会
長には竹澤靖之北九州商工会議所副会頭、副会長には森
一政元北九州市水道局長が選任された。設立当初 57 社
であった会員企業数は、現在 148 社（2020 年 12 月末）
まで拡大している。その業種も、設計コンサルタント、
プラント設備、機器・設備メーカー、水処理、汚泥処理、
情報処理、維持管理運営、金融、シンクタンクなど多岐
にわたっており、推進協議会として上下水道に関する幅
広いニーズに対応できる陣容となっている。
　2011 年 8 月には、推進協議会を円滑に運営して事業
を推進するため、企業会員から選出された委員からなる
幹事会を設けた。
　また 2012 年 4 月には、市水道局と市建設局の下水
道担当部門を統合し、北九州市上下水道局が新設された。
これにより、市の上下水道における命令系統の一元化が
図られ、推進協議会とともに、より迅速かつ円滑に事業
を進めることが可能となった。
2013 年度からは、具体的なビジネス活動も開始され、
また成果も発現し始めたことから、会員への意向調査結
果を踏まえ、市内企業 12,000 円、市外企業 24,000 円
の年会費の徴収を開始した。
さらに 2015 年 11 月には、カンボジア国プノンペン水
道公社内の 1 室を、また 2016 年 4 月にはベトナム国
ハイフォン水道公社内の 1 室を借りて、両国で「北九
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　ベトナムでは、市の友好都市であるハイフォン市を
中心に支援を行ってきた。2009 年のハイフォン市との
水道分野における技術協力に係る覚書、また 2010 年の
下水道分野における技術協力に係る覚書の締結に基づ
き、継続して協力関係を続けている。ベトナムでは都
市化による河川の水質汚染が進んでおり、イニシャルコ
スト及びランニングコスト共に比較的安価で開発途上国

　カンボジアでは、1999 年から継続して上下水道局職
員を派遣し、首都プノンペン都のみならず、全国主要都
市の上水道支援に携わり、良好な関係を築いてきた。ま
た、日本カンボジア上下水道セミナーを、2008 年から
毎年欠かさずプノンペン都において開催し、会員企業の
ビジネス支援だけでなく、両国政府間の良好な関係の構
築と、カンボジア国上下水道セクターにおける日本のプ
レゼンスの向上など、カンボジアで水ビジネスを展開す
るうえで必要な基盤づくりを行ってきた。それらの実績

　これまで、主にカンボジア、ベトナム、インドネシア
において、日本政府の ODA 案件を中心に成果を上げて
きた。その多くは、市が JICA と実施している草の根を
はじめとする技術協力プロジェクトにおいて見えてきた
新たな課題を解決するため、国内外の政府関係機関と協
議を行いながら形成してきた案件である。案件実施によ
り技術協力プロジェクト成果との更なる相乗効果が期待
でき、また案件を KOWBA 会員企業が受注することで、

　これまで KOWBA は、市が構築した信頼関係や人的・
都市間ネットワークを活かし、カンボジア、ベトナム、
インドネシア、中国大連市などを中心に活動してきた。
これら新興国の急速な経済発展と人口増加に伴い、今後
も水インフラ需要は拡大すると予想されている。一方、
1970 年代には 98％がアジアに配分されていた日本の
ODA 予算は漸次低下しており、その代わりアフリカへ
の配分が増加し、2007 年にはアフリカへの配分がアジ
アを凌駕するに至っている。アジア地域の ODA 予算配
分が減少する中、また今後はより整備費用が高額な下水
道整備の必要性が高まる中、如何にして資金を調達し、
現地ニーズにマッチした技術・製品とセットで提案して
いくかが、我々にとっての最大の課題と認識している。
　今後とも、カンボジアとベトナムに軸足を置きながら、

地元企業への裨益と新たな海外ビジネス展開を促進し、
市が推進している SDGs の目標達成とシビックプライド
の醸成にも貢献できる。この北九州方式と呼べる先進
的な海外水ビジネスに対する取り組みにより、KOWBA
はこの 10 年間で、累計受注件数 71 件、累計受注金額
155 億円の成果を上げてきた。なかでも多数の案件を
受注してきた、カンボジアとベトナムでの成果を記述す
る。

を元に、2011 年 3 月、「シェムリアップ市浄水場建設
基本設計補完業務」を JICA から上下水道局が受注した

（会員企業と共同）。これは、日本の水道事業体が受注し
た海外水ビジネスの第 1 号案件であり、これを皮切りに、
徐々にではあるが成果を積み上げてきた。
　また近年では、セミナーや展示会の成果として、会員
企業と現地ローカル企業や、カンボジアの民営水道事業
者とのビジネスも始まっている。
　カンボジアにおける主な成果を、9p に記載する。

セミナーの開催や展示会への参加、新たな案件の形成な
ど、継続して会員企業のビジネス支援を図っていくが、
次の 10 年への展開として、他の東南アジア諸国のミャ
ンマーやマレーシア等にも、市と連携しながら活動範囲
を拡大していく。それと同時に、ODA 事業のアジアか
らアフリカへのシフトに伴い、KOWBA としてもアジア
地域に限定せず、会員企業の海外市場の開拓やビジネス
を支援していきたい。
　これまで培った良好な友好関係やネットワーク、そし
て会員企業の優れた技術や製品、ノウハウを突破口とし
て、今後も北九州市海外水ビジネス推進協議会を中心と
した官民連携体制のもとで積極的に事業を推進し、ビジ
ネスを通じた一層の国際貢献と SDGs の目標達成に寄与
していく所存である。

でも適用可能な、北九州市が開発した高度浄水処理施設
（U-BCF）のベトナム全土への営業に注力してきた。ま
た下水道分野においても、円借款で建設中のハイフォン
市初の下水処理場の人材育成や、市と連携して草の根技
術協力事業を活用した会員企業の製品導入や、ハイフォ
ン市民への啓蒙活動等を行っている。
　ベトナムにおける主な成果を、10p に記載する。



JICA シェムリアップ市浄水場建設基本設計補完業務
JICA 発注の有償資金協力事業の設計見直業務を、会員企業が

局と共同で受注。

バッタンバン、コンポンチャム地方上水道拡張整備
計画準備調査
JICA 発注の無償資金協力事業の計画準備調査を、会員企業が

局と共同で受注。

モンドルキリ州センモノロム市上水道整備事業
カンボジア政府（当時のMIME）から局が受注。本案件は日本

アセアン統合基金を活用し、水道が未整備の州都センモノロム

市に対し、水道基本計画、詳細設計、入札図書作成、施工管理、

人材育成の一連のコンサルティング業務を実施。日本では経験

することのできない、ゼロからの水道施設整備と水道事業の立

ち上げ支援を行った。予算が限られていたため現地企業が受注

したが、浄水設備やポンプ、インバーター、流量計などの主要

な設備は、会員企業の製品を採用した。

バッタンバン、コンポンチャム上水道拡張計画
JICA 無償資金協力事業のコンサルタント業務を、会員企業が

局と共同で受注。

カンポット、シハヌークビル上水道拡張計画準備調
査
JICA 発注の無償資金協力事業の計画準備調査を、会員企業が

局と共同で受注。

プノンペン水道公社における浄水場設備の高効率化
によるエネルギー削減
JCM（CO2 削減の二国間クレジット制度）案件組成調査を、

会員企業が局と共同で受注。

バッタンバン、コンポンチャム上水道拡張計画
JICA 無償資金協力事業の本体建設工事を、会員企業が受注。

カンポット水道施設拡張計画
JICA 無償資金協力事業のコンサルタント業務を、会員企業が

局と共同で受注。

シェムリアップ上水道拡張事業
JICA 有償資金協力事業（円借款）のコンサルタント業務を、

会員企業が局と共同で、国際競争入札で受注。これは長年の課

題であった、アンタイドの国際競争入札における日本企業の受

注率低迷に風穴を開ける好事例として、驚きをもって評価され

た。

プノンペン上水道開発に係る情報収集・確認調査
JICA 発注のプノンペン都水道マスタープランの見直し業務を、

会員企業が受注。

プンプレック上水道改修・拡張計画準備調査
JICA 型の事業・運営権対応型無償資金協力の計画準備調査を、

会員企業が受注。

シェムリアップ上水道拡張事業（パッケージ 3）
JICA 有償資金協力事業（円借款）の浄水場建設工事を、会員

企業が受注

CWA（カンボジア民営水道協会）、KOWBA による連
携協定を締結
カンボジアの民営水道事業を発展させて C-SDGs を達成させる

ため、連携協定を締結。毎年開催している日カ上下水道セミナー

の成果として、近年では会員企業の水道メーターの販売や、水

道事業運営など、民間企業同士による水ビジネスが促進されて

きている。カ国の民営水道事業者及び水関連企業のNPO団体

である CWAと連携協定を締結し、更なる水道の普及とビジネ

スの拡大を図るもの。

カンボジア地方都市における下水道整備計画等策定
業務
JICA 発注のコンサルタント業務を、会員企業が局と共同で受

注。

プノンペン都下水・排水改善プロジェクト
JICA 発注のプノンペン下水マスタープランの策定業務を、会

員企業が局と共同で受注。

プノンペン下水道整備計画準備調査
JICA 発注の無償資金協力事業の計画準備調査を、会員企業が

局と共同で受注。

プノンペン都下水処理場整備プロジェクト
JICA 無償資金協力事業のコンサルタント業務を、会員企業が

局と共同で受注。

ハイフォン市配水ブロック整備案件に係る初期調査
厚労省の海外水ビジネス官民連携型案件発掘形成事業を、会員

企業が局と共同で受注。

ハイフォン市ビンバオ U-BCF 整備事業
ハイフォン市水道公社の独自資金による整備工事案件を、会員

企業が受注。

MIH、北九州市、KOWBA の 3 者による覚書を締結
カンボジアにおける水道の持続的発展を図るための覚書を締

結。

カンポット水道施設拡張計画
JICA 無償資金協力事業の本体建設工事を、会員企業が受注。

浄水場におけるインバーター導入による配水ポンプ
の省エネルギー化
JCM を活用したプノンペン水道公社との共同事業を、会員企

業が局と共同で受注。

プルサット及びスバイリエン上水道拡張整備計画準
備調査
JICA 発注の無償資金協力事業の計画準備調査を、会員企業が

局と共同で受注。

プノンペン都上水道セクター情報収集・確認調査
JICA 無償「タクマウ上水道拡張計画」及び JICA 有償「プノン

ペン都上水道拡張事業」の現状把握、情報収集及び分析業務を、

会員企業が局と共同で受注。

シェムリアップ上水道拡張事業（パッケージ 2）
JICA 有償資金協力事業（円借款）の配水管網布設工事を会員

企業が受注。

コンポントム上水道拡張計画
外務省型の事業・運営権対応型無償資金協力を、会員企業が受

注。これは、施設設計から建設工事、建設後の事業運営までを

総合的に担うもので、日本初の受注であった。

タクマウ上水道拡張計画準備調査
JICA 型の事業・運営権対応型無償資金協力の計画準備調査を、

会員企業が受注。

プノンペン都コーダック地区上水供給事業
会員企業とカ国現地企業との共同出資による現地企業が、

MISTI から上水道事業のライセンスを取得して水道事業を実

施。日本企業初のカンボジアにおける水道事業運営。

ベトナム国地方上下水道セクター情報収集・確認調
査
JICA 発注のベトナム 8主要都市の上下水道現状調査を、会員

企業が受注。

ホーチミン市 U-BCF 調査
厚労省の水道分野海外水ビジネス官民連携型案件発掘形成事業

を活用し、会員企業がホーチミンにおけるU-BCF の調査を実

施。

ハイフォン市アンズオン浄水場改善計画準備調査
JICA 無償資金協力事業の計画準備調査を、会員企業が受注。

ハイフォン市水道公社マッピングシステム再構築業
務
ハイフォン市水道公社の独自資金による業務を、会員企業が受

注。

ベトナム地方 6 都市 U-BCF
実証実験（JICA 中小企業海
外展開支援事業）
ベトナム主要都市におけるU-BCF

の実証実験を、会員企業が実施。

ハイフォン市アンズオン浄水場改善計画
JICA 無償資金協力事業のコンサルタント業務を、会員企業が

受注。

ホーチミン市における U-BCF 導入可能性調査
経済産業省のインフラ海外展開促進事業を活用して、会員企業

が実施。

ハイフォン市アンズオン浄水場改善計画
JICA 無償資金協力事業の本体建設工事を、会員企業が受注。

ベトナム・ハイフォン市下水道人材育成業務
日本政府のODA 案件を会員企業が受注し、局と共同で実施。

市にとって初の下水道分野のビジネス受注案件。

ハイフォン市下水道管渠内簡易検査用テレビカメラ
機器納入
局が実施する JICA 草の根技術協力事業において、会員企業の

製品を納入。

ハイフォン市下水道施設情報管理システム整備事業
ハイフォン市の独自資金による発注業務を、会員企業が受注。
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設立の背景設立の背景

座談会座談会 水道産業新聞（令和３年３月 1日号）　水道産業新聞（令和３年３月 1日号）　

特集　KOWBA 設立 10周年特集　KOWBA 設立 10周年

北九州市上下水道局
中西満信 局長

中 西 局 長 　 当 市 の 海 外 展 開 は 1 9 9 0 年 の 西 ア

フ リ カ ・ マ リ 共 和 国 に 水 道 専 門 家 を 派 遣 し た

の が 始 ま り で す 。 こ れ を 皮 切 り に イ ン ド ネ シ

ア 、 エ ジ プ ト 、 カ ン ボ ジ ア な ど 各 国 の 上 下 水

道 分 野 で 国 際 技 術 協 力 を 継 続 的 に 実 施 し て き

ま し た 。

　 こ れ ま で に 局 職 員 を 1 3 カ 国 に の べ 2 0 4

名 派 遣 し 、 1 5 6 カ 国 か ら 6 5 2 7 名 の 研 修 生

を 受 け 入 れ て い ま す 。新 型 コ ロ ナ 禍 の 現 在 も 、

カ ン ボ ジ ア に 上 下 水 道 分 野 で 各 1 名 の 長 期 専

門 家 を 派 遣 中 で す 。

　 北 九 州 市 の マ ス タ ー プ ラ ン で あ る 『 元 気 発

進 !  北 九 州 』 の 中 で 、 上 下 水 道 、 消 防 や 交 通

の 各 分 野 に お け る 国 際 協 力 の 推 進 が 柱 の ひ と

つ に な っ て い ま す 。 ま た 当 局 に お い て も 平 成

2 8 年 に 策 定 し た 「 中 期 経 営 計 画 」 で 、 技 術

力 や 経 験 を 活 か し た 国 際 貢 献 の 推 進 を 掲 げ て

お り 、 こ れ ら を も と に 上 下 水 道 分 野 の 国 際 技

術 協 力 を 位 置 付 け て い ま す 。

　 単 な る 国 際 的 な 技 術 協 力 で は な く 、 職 員 の

人 材 育 成 や 技 術 継 承 、 S D G s の 推 進 、 都 市 ブ

ラ ン ド の 向 上 な ど 複 合 的 な 効 果 を 見 込 ん で い

ま す 。

　 ま た ア ジ ア 各 都 市 は 、 水 イ ン フ ラ に 対 す る

ニ ー ズ が 拡 大 、 多 様 化 し て い ま す 。 国 際 技 術

協 力 だ け で な く 、 水 ビ ジ ネ ス の 観 点 か ら の 取

り 組 み も 必 要 で す 。

　 当 局 で 培 っ て き た 諸 外 国 と の 厚 い 信 頼 関 係

と 地 元 企 業 の 高 い 技 術 力 と い う 当 市 の 持 つ

強 み を 生 か し 、 2 0 1 0 年 に 官 民 双 方 の 期 待 を

担 っ て K O W B A は 設 立 さ れ ま し た 。

　 以 来 、 行 政 と 民 間 が 一 体 と な っ て 海 外 水 ビ

ジ ネ ス を 推 進 し て い ま す 。

有 田 副 会 長 　 2 0 1 0 年 の K O W B A 設 立 当 時

は 、 地 球 温 暖 化 が 取 り ざ た さ れ 、 人 口 増 に よ

る 世 界 的 な 水 資 源 の 枯 渇 と 水 需 要 の 増 加 が 問

題 に な っ て い ま し た 。  

　 一 方 、 経 済 発 展 に 伴 い 、 世 界 的 に イ ン フ ラ

整 備 に 対 す る 需 要 は 増 大 し 、 水 ビ ジ ネ ス の 拡

大 の 機 運 も 高 ま っ て い ま し た 。

　 世 界 の 水 イ ン フ ラ 需 要 は 2 0 2 5 年 に は 約

8 0 兆 円 規 模 の 市 場 に 成 長 す る と の 期 待 も あ

り ま し た 。

　 日 本 に お い て も 、 2 0 0 9 年 か ら 2 0 1 0 年 に

か け て 経 済 産 業 省 が 水 ビ ジ ネ ス 国 際 展 開 研 究

会 で  課 題 や 方 策 を 取 り ま と  め 、 2 0 1 0 年 7

月 に は 国 土 交 通 省 、 厚 生 労 働 省 、 経 済 産 業 省

が 官 民 連 携 に よ る 海 外 展 開 を 推 進 す る た め の

「 海 外 水 イ ン フ ラ P P P 協 議 会 」 を 設 立 し ま し

た 。

　 K O W B A は 、 官 民 連 携 に よ る 海 外 水 ビ ジ ネ

ス の 積 極 的 な 推 進 の た め 、 海 外 の 現 地 ニ ー ズ

の 調 査 や 把 握 、 会 員 及 び 関 係 機 関 な ど と の 相

互 の 情 報 交 換 と そ の 共 有 を 目 的 に 設 立 さ れ ま

し た 。 以 来 、 官 民 連 携 に よ る 海 外 展 開 の 手 法

や 具 体 的 な 案 件 形 成 に 向 け 取 り 組 ん で い る と

こ ろ で す 。

　 設 立 総 会 は 2 0 1 0 年 8 月 3 1 日 で し た 。 同

年 1 1 月 末 に は ベ ト ナ ム ・ ハ イ  フ ォ ン 市 水 道

1 0 5 周 年 記 念 式 典 ・ 水 道 展 が あ り 、 K O W B A

か ら ミ ッ シ ョ ン 団 を 派 遣 し 、出 展 も し ま し た 。

な お 設 立 当 時 の 参 加 企 業 は 5 7 社 で し た が 、

現 在 は 1 4 8 社 と 増 加 し て い ま す 。

佐 藤 副 会 長 　 私 自 身 は K O W B A の 設 立 当 初

か ら 会 員 と し て 活 動 に 関 わ っ て き ま し た 。 ベ

ト ナ ム 、 カ ン ボ ジ ア の 現 地 調 査 や 会 議 、 セ ミ

ナ ー に 参 加 し 、 国 内 で も 海 外 か ら の 研 修 生 受

け 入 れ 研 修 に 関 わ っ て き ま し た 。

　 K O W B A に つ い て 、 ま ず 知 っ て い た だ き た

い の は 、 北 九 州 市 の 国 際 活 動 の 意 図 、 目 的 、

意 識 を 一 体 的 に 共 有 す る 場 で あ る と い う こ と

で す 。

　 北 九 州 市 が 水 分 野 で 貢 献 し て き た 現 地 国 と

の 信 頼 の 上 に な り た っ て い る の が K O W B A

で す 。

　 北 九 州 市 と 共 に 歩 む 会 員 企 業 に と っ て は 、

自 ら も 海 外 を 舞 台 に し て 成 長 し 、 さ ら な る

高 み に 上 っ て い く よ う な 機 会 に も な っ て い ま

す 。 カ ン ボ ジ ア で は 、 フ ン セ ン 首 相 や 大 臣 な

ど の 要 人 と の 面 会 の 場 も あ り 、現 地 国 と 連 携 、

協 調 し な が ら 事 業 を 進 め 、 会 員 企 業 に と っ て

―北九州市海外水ビジネス推進協議会 (KOWBA ) 設立の背景からお話しください。

KOWBA 有田仁志 副会長

KOWAB 佐藤裕弥 副会長

北九州市上下水道局長	 中西 満信 氏
KOWBA 副会長 (( 株 ) 北九州ウォーターサービス社長）	 有田 仁志 氏
同副会長 ( 早稲田大学研究院准教授 )	 佐藤 裕弥 氏
同副幹事長 (( 株 ) ジオクラフト社長 )	 石原 均 　 氏

司会 = 水道産業新聞社大阪新聞部長 金森 裕 氏

国際技術協力の複合的効果を…中西

会員企業は 148 社に増加し…有田

２
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KOWBA 石原均 副幹事長

カンボジア国プノンペン都
下水処理場完成予想図

中 西 　 当 局 で は J I C A の 草 の 根 技 術 協 力 事 業

や 技 術 協 力 プ ロ ジ ェ ク ト に 積 極 的 に 参 加 し て

き ま し た 。

　 現 在 は 草 の 根 技 術 協 力 事 業 の 案 件 は 2 件

で 、 ミ ャ ン マ ー 国 マ ン ダ レ ー 市 の 水 道 事 業 と

ベ ト ナ ム 国 ハ イ フ ォ ン 市 で の 下 水 道 事 業 に な

り ま す 。 技 術 協 力 プ ロ ジ ェ ク ト も 2 件 で 、 カ

ン ボ ジ ア の 水 道 事 業 と 下 水 道 事 業 で 2 人 職 員

を 派 遣 し て い ま す 。

　 国 際 技 術 協 力 か ら 水 ビ ジ ネ ス へ の 発 展 が 問

わ れ て い る わ け で す が 、 カ ン ボ ジ ア や ベ ト ナ

ム を 例 に し ま す と 、 J I C A の 草 の 根 や 技 術 協

力 プ ロ ジ ェ ク ト を い か に O D A の 案 件 に 形 成

に し て い く か 、 と い う こ と に な り ま す 。 国 際

技 術 協 力 プ ロ ジ ェ ク ト は 期 間 ・ 予 算 ・ 目 標 が

定 め ら れ 、 計 画 的 に 実 施 す る も の で す 。 そ の

プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 し て い る 最 中 に 見 え て き

た 課 題 な ど の 解 決 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト 対 象 外 の

事 業 に な り ま す 。 で す か ら 、 当 局 は 官 と し て

相 手 国 政 府 、 国 や J I C A と 連 携 し 、 プ ロ ジ ェ

ク ト で 発 見 し た 課 題 解 決 の た め の 新 た な ビ ジ

ネ ス 案 件 を 形 成 す る 役 割 を 担 っ て い る の で は

な い か と 思 っ て い ま す 。

　 ま た 、 水 ビ ジ ネ ス 推 進 の た め の 環 境 も 現 地

に 整 備 し て い ま す 。

　 カ ン ボ ジ ア ・ プ ノ ン ペ ン と ベ ト ナ ム ・ ハ イ

フ ォ ン に は 2 0 1 5 年 に 北 九 州 市 海 外 事 業 サ

ポ ー ト セ ン タ ー を 設 置 し ま し た 。 K O W B A が

交 流 会 や マ ッ チ ン グ な ど も 定 期 的 に 実 施 し て

い ま す 。

　 下 水 道 分 野 で は 、 ベ ト ナ ム 国 ハ イ フ ォ ン 市

下 水 道 へ の 人 材 育 成 業 務 が 最 初 の ビ ジ ネ ス 案

件 に な り ま す 。 そ の 後 、 イ ン ド ネ シ ア 、 カ ン

ボ ジ ア で も 下 水 道 分 野 の 技 術 協 力 を 推 進 し 、

プ ノ ン ペ ン で は 初 の 日 量 5 0 0 0 ト ン の 下 水 処

理 施 設 の 無 償 資 金 協 力 事 業 を K O W B A 会 員

企 業 が 受 注 し て 実 施 中 で す 。

　 ハ イ フ ォ ン は 円 借 款 で 建 設 中 の 下 水 処 理 場

の 運 転 指 導 と 、 啓 発 活 動 が 中 心 で 、 下 水 道 の

必 要 性 を 市 民 に 理 解 し て 頂 く た め 、 K O W B A

の 会 員 企 業 を 現 地 派 遣 し 、 北 九 州 市 と 連 携 し

て 設 備 の 説 明 な ど を 行 っ て い る と こ ろ で す 。

り ま す 。

　 印 象 に 残 っ て い る の は 、 カ ン ボ ジ ア の モ ン

ド ル キ リ 州 の 水 道 整 備 案 件 で す 。 K O W B A の

会 員 企 業 が 水 道 施 設 を 受 注 し 、 北 九 州 市 と 共

に ゼ ロ か ら 水 道 事 業 を 完 成 さ せ た 初 の 事 例 と

な り ま し た 。

　 昨 今 で は バ ッ タ ン バ ン 、 コ ン ポ ン チ ャ ム な

ど カ ン ボ ジ ア の 主 要 都 市 の 水 道 事 業 に 実 績 を

残 し 、 現 在 も コ ン ポ ン ト ム の 浄 水 場 を 建 設 中

で す 。

　 ベ ト ナ ム は 水 質 悪 化 が 進 み 、 そ の 対 応 と し

て 北 九 州 市 が 開 発 し た 上 向 流 式 生 物 接 触 ろ 過

( U - B C F ) の 営 業 活 動 を 進 め て き ま し た 。 既 に

ベ ト ナ ム 6 都 市 で U - B C F の 実 証 実 験 を 行 い 、

そ の 有 効 性 を 売 り 込 ん で 、 ハ イ フ ォ ン 市 水 道

公 社 の 基 幹 施 設 で あ る ア ン ズ オ ン 浄 水 場 で 採

用 さ れ ま し た 。 現 在 、 K O W B A 会 員 企 業 が 受

注 し て U - B C F を 建 設 中 で 、 今 年 度 中 に は 供

用 開 始 の 予 定 で す 。

　 そ の 他 、 日 本 カ ン ボ ジ ア 上 下 水 道 セ ミ ナ ー

を 毎 年 プ ノ ン ペ ン で 開 催 し 、 大 臣 ク ラ ス や 上

下 水 道 分 野 の 上 層 部 を 招 い て 、 現 地 の 事 業

報 告 や 視 察 に よ っ て ニ ー ズ を 調 査 し 、 ま た

K O W B A 会 員 企 業 の 技 術 や 製 品 紹 介 な ど を

行 っ て 交 流 を 深 め て い ま す 。 そ の 他 ビ ジ ネ ス

有 田 　 設 立 か ら 今 日 ま で の 1 0 年 間 の 累 積 受

注 件 数 は 7 1 件 で 、 累 積 受 注 金 額 は 1 5 5 億

円 に な り ま す 。 1 5 0 社 近 い 加 盟 企 業 は 、 多

岐 多 様 な 分 野 で 構 成 さ れ て い ま す 。 設 立 当 初

は 基 本 計 画 な ど の コ ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 の 受

注 が 中 心 で し た が 、 最 近 で は 基 本 計 画 を 基 に

採 択 さ れ た 本 体 工 事 な ど 大 型 案 件 の 受 注 も あ

直 接 面 会 で き 、 さ ら に 製 品 の 紹 介 も で き る 場

を 提 供 し て も ら え る わ け で す か ら 。

　 K O W B A の 大 き な 器 の 上 で 活 動 し て い る 感

が あ り 、 企 業 が 海 外 水 ビ ジ ネ ス に 関 わ る ひ と

つ の モ デ ル に な っ て い る と 思 い ま す ね 。

石 原 副 幹 事 長 　 中 小 企 業 で あ っ て も 参 加 で き

る と い う こ と に 意 義 を 感 じ ま す 。 K O W B A 設

立 時 か ら 参 加 し て い ま す が 、 当 時 、 私 は パ ス

ポ ー ト も 持 っ て い な い 状 況 で し た 。 海 外 水 ビ

ジ ネ ス っ て な ん だ ろ う 、 面 白 そ う だ な 、 と い

う 感 じ で 参 加 し ま し た 。

　 初 め て 海 外 を 訪 問 し た の は ベ ト ナ ム ・ ハ イ

フ ォ ン 水 道 1 0 5 周 年 の 水 道 展 で し た 。 水 ビ

ジ ネ ス の 切 り 口 か ら い ろ い ろ と 視 察 す る こ と

は 、 非 常 に 新 鮮 で し た 。

　 開 発 途 上 国 の 上 下 水 道  は 、 日 本 の 昭 和

3 0 ~ 4 0 年 代 の 拡 張 時 代 と 似 て い る 印 象 を 持

ち ま し た 。

　 以 来 、 1 0 年 が 経 過 し 、 海 外 か ら の 受 注 も

増 え て い ま す し 、 我 々 か ら 見 る と K O W B A

の 役 割 は 非 常 に 大 き い 。 海 外 の 要 人 の 方 々 と

―KOWBA の現状はいかがですか。

KOWBA の現状KOWBA の現状

実 際 の ビ ジ ネ ス 創 出 に 大 き な 役 割 を 果 た し て

い ま す 。

　 国 内 外 の 活 動 は 長 年 に わ た っ て 北 九 州 市 が

築 き 上 げ て き た 特 に 人 的 な 信 頼 関 係 の 上 に 、

会 員 企 業 が 共 有 で き る 仕 組 み 、 そ れ が 大 き な

強 み で す 。

　 特 に 中 小 企 業 の 国 際 展 開 に お い て は 現 地 国

で の 活 動 の 初 期 段 階 で は も た つ く も の で す 。

さ ら に 時 間 が か か る こ と も 多 い わ け で す が 、

こ の 問 題 を 乗 り 越 え る 仕 組 み も K O W B A に

は あ り ま す 。

　 単 に 水 分 野 の 技 術 協 力 に と ど ま る こ と で

は な く 、 北 九 州 市 の 地 場 企 業 、 或 い は 他 の

地 域 の 企 業 に と っ て の 産 業 支 援 的 な 色 彩 も

K O W B A は 持 っ て い ま す 。 現 地 国 の 水 問 題

の 解 決 に 貢 献 す る こ と が 一 義 的 に は あ り ま す

が 、 そ れ に 加 え て 会 員 企 業 自 体 が 成 長 し て い

く 舞 台 装 置 に な っ て い る と 評 価 で き ま す 。

カンボジア国モンドルキリ州 センモノロム浄水場
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持続できるビジネス展開を…石原

石 原 　 中 西 局 長 が 話 さ れ た ユ ー ス 研 修 の 件

で す が 、 当 社 も ハ イ フ ォ ン に お い て 1 0 名 近

く の 学 生 に 対 応 し た 経 験 が あ り ま す 。 か な り

つ っ こ ん だ 核 心 を 突 く 大 人 の ビ ジ ネ ス マ ン の

よ う な 質 問 が 多 く 、 た く ま し く 思 っ た の を 覚

え て い ま す 。

　 我 々 の よ う な 小 規 模 な 会 社 で は 人 の 採 用 に

も 四 苦 八 苦 す る 状 況 で す 。 ユ ー ス 研 修 で 育 っ

た 人 材 が 上 下 水 道 に 関 心 を 持 ち 、 将 来 、 我 々

の 業 界 に 来 て い た だ け る か も し れ な い と い う

期 待 が 持 て る 事 業 だ と 思 い ま す 。 今 年 は コ ロ

ナ 禍 で 中 止 に な っ た よ う で す が 、 未 来 あ る 事

業 と し て 継 続 し て ほ し い と 思 っ て い ま す 。

　 ま た 我 々 は ビ ジ ネ ス の 切 り 口 か ら 海 外 市 場

ベトウォーター 2019 に出展

を 見 ま す か ら 、国 際 協 力 と は 視 点 が 異 な っ て 、

視 野 が 狭 い も の か も し れ ま せ ん 。我 々 の 業 務 、

ビ ジ ネ ス に 関 わ る こ と は 、 い か に 目 的 を 達 成

す る か 、 そ し て 持 続 し た も の に し て い く か 、

と 考 え る わ け で す 。

　 K O W B A 設 立 か ら 受 注 が 始 ま り 、 こ れ ま

で は 点 の 活 動 で し た 。 今 後 は ビ ジ ネ ス の 継 続

で 線 や 面 の 活 動 に 広 が る こ と を 期 待 し て い ま

す 。

　 幸 い に K O W B A が 足 元 を 支 え て い た だ け

る 。さ ら に 北 九 州 市 の 活 動 も あ る 。現 地 の パ ー

ト ナ ー と 連 携 し 、 点 で は な く 線 、 面 と し て 持

続 で き る ビ ジ ネ ス の 展 開 を K O W B A と 共 に

考 え て い る と こ ろ で す 。

て い ま す 。 そ の 解 決 策 と し て 水 道 広 域 化 が 進

め ら れ て い る こ と は 皆 さ ん も ご 承 知 の と お り

で す 。

　 こ れ を 海 外 技 術 協 力 、 或 い は 水 ビ ジ ネ ス で

み る と 、 国 を 超 え 、 時 代 を 超 え 、 或 い は 社 会

環 境 を 超 え て 、 広 域 的 に 取 り 組 ん で い る と い

う こ と に な り ま す 。 今 現 在 、 国 内 で 進 め ら れ

て い る 水 道 広 域 化 へ の 取 り 組 み と 共 通 す る 部

分 が あ る と 思 い ま す 。

　 国 際 広 域 化 と い う 概 念 は あ り ま せ ん が 、 水

に 関 す る 知 識 や 技 術 、 ノ ウ ハ ウ を 国 内 で は 行

政 区 域 を 、 海 外 で は 国 と い う 区 域 を 越 え て 連

携 す る こ と に よ っ て 解 決 し て い く と い う 点 に

着 目 す れ ば 、 海 外 水 ビ ジ ネ ス は 、 こ れ ま で に

な い 姿 が 見 て 取 れ る と 思 い ま す 。

　 今 3 点 を 挙 げ ま し た が 、 K O W B A に 集 ま っ

た 会 員 企 業 の 、 官 民 連 携  に 対 す る 強 い 思 い

の 共 有 は 重 要 で す 。

　 平 成 1 3 年 の 水 道 法 改 正 以 降 、 官 民 連 携 が

強 く 意 識 さ れ て 現 在 に 至 っ て い ま す が 、 も と

も と 日 本 の 水 道 が 発 展 し て き た の は 、 官 民 が

そ れ ぞ れ の 立 場 で 役 割 を 果 た し て き た か ら で

す 。

　 K O W B A は 北 九 州 市 と 一 体 に な っ た 会 員 企

業 の 活 動 で 、 実 は 過 去 の 日 本 の 水 道 の 成 長 発

展 に 隠 さ れ た 要 因 が 内 在 し て い る も の と 思 い

ま す 。

　 K O W B A は 上 下 水 道 分 野 の 水 ビ ジ ネ ス に お

け る 基 盤 で あ る と と も に 、 ひ ょ っ と す る と 国

内 の 水 道 が 抱 え る 諸 課 題 解 決 に 有 効 に 機 能 す

る の で は な い か と も 思 い ま す 。

　 第 一 は 会 員 企 業 に と っ て K O W B A は 共 同

で 事 業 を 構 想 し 、 さ ら に プ ロ ジ ェ ク ト と し て

仕 立 て 上 げ る 場 と し て の 機 能 を 有 し て い る こ

と 。 そ れ ぞ れ の 関 係 者 が そ れ ぞ れ の 立 場 で あ

り な が ら 発 展 す る 舞 台 装 置 に な っ て い る と 言

え る の で す 。 そ の 中 で 相 手 国 の 上 下 水 道 の 発

展 に 大 き な 貢 献 が 築 か れ て い ま す 。

　 2 つ 目 は 上 下 水 道 事 業 を 支 え る 知 識 と ノ ウ

ハ ウ の 再 結 集 と し て の 結 束 力 を 上 げ た い 。

　 先 ほ ど も 紹 介 あ り ま し た K O W B A の 実 績

か ら も 成 果 は 明 ら か で す が 、 株 式 会 社 北 九 州

ウ ォ ー タ ー サ ー ビ ス ( K W S )  が 事 務 局 機 能 を

果 た し て い る こ と も 見 逃 せ ま せ ん 。

　 K W S は 公 民 共 同 企 業 体 で 企 業 性 、 或 い は

柔 軟 性 を 備 え た 会 社 で あ り 、 K O W B A の メ ン

バ ー と し て も 関 与 し て い ま す 。 K O W B A に お

け る 北 九 州 市 と 会 員 企 業 の 結 節 点 と し て の 役

割 を 担 っ て い る の が K W S で す 。 こ れ は 非 常

に 重 要 な 仕 組 み で す 。

　 第 3 は 視 点 を 変 え て 、 K O W B A の 活 動 が 水

道 の 国 内 問 題 の 解 決 に 向 け た 糸 口 に な る の で

は な い か 、 と い う こ と で す 。 国 内 の 水 道 は 技

術 継 承 、 施 設 の 老 朽 化 な ど 多 く の 問 題 を 抱 え

国内の問題解決の糸口にも…佐藤
佐 藤 　 K O W B A と の 活 動 で 、 2 0 1 1 年 は カ ン

ボ ジ ア ・ シ ェ ム リ ア ッ プ 浄 水 場 拡 張 計 画 の 調

査 業 務 で 、 北 九 州 市 の 皆 さ ん と 一 緒 に プ レ イ

ヤ ー と し て 関 わ り ま し た 。そ の 時 に 見 た の は 、

北 九 州 市 の 方 々 が 持 っ て い る 知 識 、 ノ ウ ハ ウ

を い か に し て 現 地 に 活 か し て い る の か 、 現 地

の 水 道 の 発 展 に ど の よ う に 貢 献 し て い る の

か 、 と い う こ と で し た 。 そ う し た 経 験 を 踏 ま

え 、 K O W B A の こ れ ま で を 振 り 返 る と 、 い く

つ か 見 え て く る も の が あ り ま す 。

　 設 立 か ら の 助 走 期 に は 現 地 国 と の 交 流 、 或

い は 情 報 収 集 活 動 な ど で 、 そ の 後 、 K O W B A

の 離 陸 に 向 け た 準 備 期 に 入 り ま す 。 こ こ で は

実 際 に カ ン ボ ジ ア な ど に お け る 水 道 整 備 基 本

計 画 に も 関 係 し て い ま す 。

　 そ し て 北 九 州 市 の 知 識 と ノ ウ ハ ウ を 基 礎 と

し た 基 本 計 画 の 業 務 の 延 長 か ら 水 道 施 設 の 本

体 工 事 を 行 う 受 注 に ま で 発 展 ・ 成 長 し て き た

わ け で す 。

　 助 走 期 、 離 陸 期 を 経 て 、 現 在 は 発 展 期 に

移 行 す る 段 階 と 評 価 し て い ま す 。 こ こ で

K O W B A の 3 つ の 特 徴 を 取 り 上 げ た い と 思 い

ま す 。

運 営 し て お り 、 会 員 企 業 の 現 地 活 動 を 支 え る

体 制 を 整 え 、 両 国 で の ビ ジ ネ ス ス タ ー ト ア ッ

プ 等 に 利 用 す る も の で す 。 水 ビ ジ ネ ス に 特 化

し た 海 外 拠 点 の 設 置 は 非 常 に 珍 し い 取 り 組 み

だ と 思 い ま す 。

　 も う ひ と つ 、 市 民 へ の 広 報 も 重 要 で す 。 そ

の 一 環 で 、 市 内 高 校 生 を 対 象 に 上 下 水 道 ユ ー

ス 研 修 を 行 っ て い ま す 。 私 ど も の 海 外 事 業 の

現 場 を 高 校 生 に 実 際 に 見 て も ら い 、 そ れ を 帰

国 後 発 表 し て 頂 く 。 我 々 の 取 り 組 み を P R し

て も ら う 取 り 組 み で す 。

　 ユ ー ス 研 修 の 現 地 視 察 の 中 で 、 K O W B A の

会 員 企 業 に お 世 話 に な っ て い ま す 。 海 外 で 活

躍 す る 企 業 に つ い て も 広 報 し て い ま す し 、 こ

れ ら の 活 躍 を 知 っ て い た だ く こ と で シ ビ ッ ク

プ ラ イ ド に つ な が る と 思 い ま す 。

2019 年上下水道ユース研修
（現地高校生との交流）



KOWBA10 年の歩み ~ 今後の果たすべき役割 ~ KOWBA10 年の歩み ~ 今後の果たすべき役割 ~

1817

有 田 　 佐 藤 副 会 長 か ら も 話 が あ り ま し た が 、

K O W B A の 1 0 年 間 は 助 走 ・ 準 備 期 間 と い う

発 言 は 、 ま さ に 同 感 で す 。 こ の 1 0 年 は 官 か

ら 民 に シ フ ト す る た め の 準 備 期 間 で あ っ た と

思 い ま す 。

　 私 が 初 め て 市 の 海 外 事 業 に 関 わ っ た の が

2 0 1 0 年 で す 。 カ ン ボ ジ ア の 水 道 事 業 人 材 育

官から民へのシフトが重要に…有田

成 プ ロ ジ ェ ク ト フ ェ ー ズ 2 の 最 終 報 告 で 訪 れ

ま し た 。 そ の 時 の 海 外 事 業 は 官 の 仕 事 だ と 思

い ま し た 。 当 時 、 民 の 姿 は 殆 ど あ り ま せ ん で

し た 。

　 そ れ か ら K O W B A が 発 足 し 1 0 年 。 日 本

カ ン ボ ジ ア 上 下 水 道 セ ミ ナ ー も 毎 年 継 続 し て

開 催 し 、 会 員 企 業 の セ ミ ナ ー 参 加 数 も 増 加 し

日本カンボジア上下水道セミナーを開催 (2018 年 )

佐 藤 　 こ れ か ら は 、 い よ い よ 発 展 期 を 迎 え る

時 期 に な り ま す 。 だ か ら こ そ 、 さ ら に 一 丸 と

な っ て 強 く 推 進 し て い く 時 期 で も あ り ま す 。

　 中 西 局 長 か ら 話 が あ っ た 、 こ れ ま で の 支 援

国 が 途 上 国 か ら 中 進 国 へ と 発 展 す る 中 、 無 償

対 象 か ら 卒 業 す る と 、 資 金 調 達 の 問 題 が 発 生

し ま す 。 ど の 様 に 関 わ っ て い く の か 。 そ れ が

非 常 に 重 要 に な っ て き ま す 。

　 資 金 調 達 に つ い て 、 日 本 の 水 道 は 、 非 常 に

恵 ま れ た 制 度 が あ り ま し た 。  昭 和 3 2 年 の 水

道 法 と 時 を 同 じ く し て 、 公 営 企 業 金 融 公 庫 に

よ る 資 金 供 給 の 制 度 が 実 現 し て い た た め 、 日

本 の 公 営 企 業 は 資 金 調 達 の 苦 労 を し な く て 済

み ま し た 。

　 だ か ら 、 資 金 調 達 は も っ と も 弱 い 部 分 で あ

る と い っ て も い い か も し れ ま せ ん 。

　 今 後 、 海 外 で ビ ジ ネ ス と し て 展 開 す る 場

合 、 資 金 調 達 を 含 め て 展 開 し な け れ ば な り ま

せ ん し 、こ れ は 有 田 副 会 長 が 話 さ れ た 通 り で 、

K O W B A と し て の 仕 組 み を 考 え て い か ね ば な

り ま せ ん 。

　 例 え ば ロ ー カ ル 企 業 と 共 同 で ラ イ セ ン ス を

取 得 し て 民 営 水 道 を 運 営 す る 、 と い う 考 え も

あ り ま す 。 ま た 重 要 に な る の は 、 現 地 対 象 国

の 制 度 へ の 関 与 と い う こ と で す 。 水 道 な ど イ

ン フ ラ が 発 展 し た 国 と そ う で な い 国 の 違 い

は 、 最 近 の 経 済 学 的 な 研 究 に よ れ ば 、 制 度 の

充 実 度 が 左 右 し て い る と 報 告 さ れ て い ま す 。

　 そ の 点 で は 日 本 の 場 合  は 明 治 2 3 年 の 水 道

条 例 、 そ し て 昭 和 2 7 年 の 地 方 公 営 企 業 法 、

て き ま し た 。 そ の 中 で 水 道 メ ー タ ー な ど い ろ

い ろ な 会 員 企 業 の 製 品 が カ ン ボ ジ ア で 購 入 さ

れ 、 実 績 も で き ま し た 。

　 今 は 官 民 の 比 率 は 五 分 五 分 か 、 ま だ 官 の 方

に 少 し ウ エ イ ト が あ る の か な と い う 印 象 で

す 。 こ の バ ラ ン ス を 官 か ら 民 へ シ フ ト し て い

く こ と が 重 要 に な っ て き ま す 。

　 注 目 し て い る の は 下 水 道 分 野 で す 。 資 金 面

で 下 水 道 分 野 は 水 道 よ り も 1 0 倍 は あ る と み

て い ま す 。 2 0 億 円 で 浄 水 場 が 建 設 で き る の

で あ れ ば 、 下 水 処 理 場 な ら 2 0 0 億 円 の 資 金

投 下 が 必 要 で す 。

　 ま た 中 進 国 と な っ て 円 借 款 事 業 に 移 行 す れ

ば 、 今 後 は 資 金 調 達 ま で 考 え る 必 要 が あ り ま

す 。

　 K O W B A は 資 金 調 達 面 で は 力 不 足 で す 。 し

か し 技 術 面 の み な ら ず 資 金 確 保 も 含 め た バ ッ

ク ア ッ プ を し な け れ ば 、 東 南 ア ジ ア に お け る

上 下 水 道 分 野 の 海 外 水 ビ ジ ネ ス は 難 し く な る

と 感 じ て い ま す 。

　 最 近 、 K O W B A に カ ン ボ ジ ア な ど の ロ ー カ

ル 企 業 か ら 有 収 率 向 上 策 な ど に つ い て 問 い 合

わ せ が 増 え て い ま す 。 こ れ ま で の 信 頼 関 係 が

ロ ー カ ル 企 業 に ま で 根 付 い た 成 果 で す 。

　 水 道 分 野 に お け る 今 ま で の 経 験 が ず い ぶ ん

大 き な 財 産 に な っ て い る の を 感 じ ま す 。

　 技 術 支 援 を ア ピ ー ル し な が ら 、 下 水 道 分 野

に つ い て も 計 画 だ け で な く 、 施 設 整 備 で 実 績

が 出 来 る よ う に 努 め て い か ね ば な り ま せ ん 。

下 水 道 分 野 に 関 し 、 日 本 企 業 は 推 進 工 法 な ど

の 高 い 技 術 力 を 持 っ て い ま す 。 そ う し た 紹 介

を 、 今 後 は 東 南 ア ジ ア に 限 定 す る こ と な く

タ ー ゲ ッ ト を 増 や し て い き た い と 思 っ て い ま

す 。

 

今後の展開今後の展開

国際活動でシビックプライドを…中西

中 西 　 今 後 の 展 開 と し ま し て も 、 当 局 と し て

は 国 の O D A を 使 っ た 国 際 技 術 協 力 が メ イ ン

に な り ま す 。

　 カ ン ボ ジ ア や ベ ト ナ ム な ど が 現 状 の 主 な 対

象 国 で す が 、 こ れ ら の 国 々 も 開 発 途 上 国 か ら

中 進 国 へ 発 展 す る と 、 無 償 対 象 国 を 卒 業 す る

こ と が 想 定 さ れ ま す 。 そ う す る と 次 は 円 借 款

事 業 で す 。 事 業 費 や 事 業 規 模 も 大 規 模 に な り

ま す し 、当 然 、相 手 国 も 返 済 義 務 が 生 じ ま す 。

そ こ で の 案 件 形 成 と な る と 、 官 に よ る 都 市 間

連 携 を 生 か し た 支 援 や 調 整 が 求 め ら れ ま す 。

ま た 円 借 款 事 業 は 日 本 だ け で は な く 、 ど う し

て も 国 際 的 な 競 争 が 出 て き ま す か ら 、 当 局 は

K O W B A と 協 力 し た 側 方 支 援 で 会 員 企 業 の 受

注 に つ な げ て い き た い と 考 え て い ま す 。

　 例 え ば 、 メ イ ド ・ イ ン ・ 北 九 州 、 或 い は メ

イ ド ・ イ ン ・ ジ ャ パ ン な ど の 優 秀 性 を 技 術 協

力 の 中 で 取 り 込 ん で い く よ う な 形 を 考 え て い

き た い 。

　 北 九 州 市 は 5 年 前 に 、 市 内 外 の 上 下 水 道 の

担 い 手 と し て 民 間 企 業 の 迅 速 性 や 柔 軟 性 を 活

か し て 、 山 積 す る 上 下 水 道 事 業 の 諸 課 題 解 決

の た め K W S を 設 立 し ま し た 。

　 当 局 は 官 と し て 都 市 間 連 携 や 国 、 さ ら に

J I C A な ど 公 的 機 関 と 連 携 し て 引 き 続 き 国 際

協 力 、 そ れ を 通 じ た 案 件 形 成 を 担 っ て い き ま

す 。

　 一 方 、 K W S は ビ ジ ネ ス を 担 う こ と で 、 当

局 で は 難 し い O D A 以 外 の 民 間 ビ ジ ネ ス 案

件 な ど に 対 し て も 、 迅 速 、 柔 軟 、 積 極 的 に

K O W B A 会 員 企 業 と 取 り 組 ん で い く こ と に な

り ま す 。

　 K O W B A は 、 勉 強 会 や セ ミ ナ ー の 実 施 、 企

業 間 の 連 携 、 マ ッ チ ン グ の 場 づ く り を 継 続 し

て 展 開 し 、 地 元 企 業 が 単 独 で 海 外 に 出 る こ と

が 難 し い 場 合 で も 、 K O W B A の 活 動 を 通 じ て

海 外 水 ビ ジ ネ ス の チ ャ ン ス に つ な げ て い く こ

と が 可 能 に な っ て い ま す 。

　 北 九 州 市 の 海 外 水 ビ ジ ネ ス は K O W B A を

中 心 に 官 民 連 携 で 進 め て い く も の だ ろ う と 考

え て い ま す し 、 北 九 州 市 内 に は 、 こ の 他 に も

様 々 な 国 際 機 関 が あ り 、 海 外 展 開 を 狙 う 関 係

者 が 一 体 の チ ー ム と な っ て 取 り 組 ん で い く べ

き も の で し ょ う 。

　 そ う し た こ と で 北 九 州 市 の 名 が 馳 せ れ ば 、

先 ほ ど も 申 し ま し た シ ビ ッ ク プ ラ イ ド に つ な

が る と 考 え ま す 。

―今後の展開についていかがお考えですか。

現地対象国の制度面への関与を…佐藤
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水ビジネスで SDGs に寄与も…石原

有 田 　 東 南 ア ジ ア 諸 国 は 都 市 イ ン フ ラ の 整 備

が 経 済 発 展 に 追 い つ い て な い の が 現 状 だ と 思

い ま す 。 水 道 、 下 水 道 、 環 境 、 交 通 な ど な ど

―最後に北九州市も積極的に推進されています SDGs 達成に向けた活動について一言お願いし

ます。

佐 藤 　 S D G s の 関 係 な ら 、 や は り 持 続 可 能 が  

キ ー ワ ー ド に な る と 思 い ま す 。

　 特 に 水 分 野 或 い は ゴ ミ も 含 め 、 環 境 分 野 と

い っ て い い か も し れ ま せ ん が 、結 局 の と こ ろ 、

都 市 の 装 置 に ど の 様 に 関 わ っ て い く の か 、 と

い う こ と で す 。 開 発 途 上 国 な ど は も と も と 都

市 の 装 置 、 水 イ ン フ ラ な ど は 脆 弱 で す か ら 、

国 際 協 力 で 支 援 し て い く の は も ち ろ ん で す 。

石 原 　 当 社 は 資 産 管 理 を 行 う 業 務 が 起 点 と

な っ て い ま す 。

　 国 内 に お い て も 、 人 口 減 少 の 中 で 老 朽 化 し

て い る 資 産 を 抱 え て い る 、 技 術 継 承 が 困 難 で

ベ テ ラ ン 職 員 の 減 少 も 続 く 。 そ ん な 中 で ど

の よ う に し て 重 要 イ ン フ ラ で あ る 上 下 水 道 を

維 持 し て い く の か 。 我 々 の 提 案 し て い る 骨 格

の 部 分 で す 。 環 境 を 守 っ て い く と い う S D G s

そ の も の だ と 思 う の で す 。 カ ン ボ ジ ア で は

　 そ し て 、 そ の 先 に は 発 展 し た 地 域 で の 維 持

管 理 の 支 援 も 必 要 で す 。 人 口 が 少 な い 、 或 い

は 水 が 手 に 入 り に く い 地 域 、 そ れ ぞ れ の 地 域

で 実 情 に 即 し て 対 応 で き る よ う な サ ー ビ ス を

K O W B A で も 考 え ね ば な り ま せ ん 。S D G s は 、

日 本 、 世 界 全 体 と し て 考 え ね ば な ら な い 問 題

だ と 改 め て 認 識 し て い ま す 。

で す ね 。 特 に 下 水 道 に つ い て は 資 金 調 達 が 極

め て 脆 弱 で す 。 市 民 に 下 水 道 の 必 要 性 に 対 す

る 意 識 も 欠 落 し て い る よ う に 思 い ま す 。

2 0 2 5 年 に 都 市 部 の 全 て に 安 全 な 水 を 供 給 す

る こ と を 国 家 目 標 と し て い ま す 。 し か し カ ン

ボ ジ ア の 地 方 で は 依 然 と し て 雨 水 を 甕 に 貯 め

て 飲 料 水 と し て い る エ リ ア も あ り ま す 。

　 当 社 は 持 続 す る 水 道 の イ ン フ ラ の 基 盤 を 作

る 方 法 論 を 提 供 し て お り 、 水 ビ ジ ネ ス を 通 じ

て S D G s に 寄 与 で き る も の と 考 え ま す 。 今 後

と も 、 そ う し た 観 点 か ら の 提 案 を 行 い た い と

思 い ま す 。

石 原 　 設 立 か ら 1 0 年 を  迎 え 、当 初 は ニ ー ズ 、

シ ー ズ と 手 探 り で し た が 、 今 や 浄 水 場 の 建 設

や 水 運 用 に ま で 関 わ る よ う に な っ て い ま す 。

　 当 社 も 副 幹 事 長 と し て 、 持 続 で き る 水 ビ ジ

ネ ス の 展 開 に 注 力 し て き ま し た 。 次 の ス テ ッ

プ も 、 K O W B A を 舞 台 に 自 力 で 海 外 展 開 が 難

し い 中 小 規 模 企 業 を チ ー ム 北 九 州 と し て 結 集

し 、 そ れ ぞ れ の も つ 利 点 を 合 わ せ て さ ら に 大

き な 力 と す る こ と を 基 本 に 進 め た い 。

　 今 後 、 規 模 が 大 き な 施 設 整 備 な ど に な り ま

す と 、 地 場 の 小 規 模 な 会 社 で は 対 応 が 難 し く

な っ て く る か も し れ ま せ ん 。 し か し 、 当 社 も

そ う で す が 小 さ い な が ら も 独 自 技 術 で 完 結 で

き る 案 件 も あ る の で す 。

　 当 社 は 維 持 管 理 の 分 野 で 資 産 管 理 の 情 報 シ

ス テ ム を 作 っ て い ま す 。 例 え ば 北 九 州 市 で す

と 4 7 0 0 キ ロ の 管 路 延 長 が あ る 。 ど の よ う に

更 新 し 、 次 に つ な ぐ の か 、 な ど 資 産 管 理 の 情

報 シ ス テ ム 作 成 が 業 務 に な り ま す 。  

　 カ ン ボ ジ ア で 毎 年 、 セ ミ ナ ー が あ り 、 現 地

の 人 と 交 流 し て き ま し た 。 そ の 中 で 、 カ ン ボ

ジ ア も 拡 張 期 を 迎 え る と 同 時 に 、 維 持 管 理 の

重 要 性 か ら 、 当 社 の 資 産 管 理 シ ス テ ム の 導 入

に 向 け 準 備 中 で す 。 で す か ら 、 大 小 問 わ ず 、

多 く の 企 業 に 参 加 し て い た だ き た い と 思 っ て

い ま す 。

　 上 下 水 道 の 関 係 は 表 裏 一 体 で 、 水 道 水 源 は

下 水 処 理 に よ っ て 水 質 向 上 が 図 れ ま す 。 ま た

下 水 道 が 整 備 さ れ る こ と で 水 道 の 安 定 供 給 が

可 能 に な る 。 さ ら に 下 水 道 整 備 に は ゴ ミ の 清

掃 と 様 々 な 要 素 が 絡 ん で い ま す 。

　 下 水 道 と ゴ ミ と 水 道 を 一 緒 に 整 備 す る 必 要

が あ り 、 こ れ ら を 考 え 合 わ せ る と 、 都 市 イ ン

フ ラ の 整 備 は S D G s の 目 標 に 直 結 し ま す 。

　 S D G s の 達 成 と い う 大 き な 枠 組 み の 中 で 、

市 の 上 下 水 道 局 や 環 境 局 、 我 々 の 活 動 は 、 ま

さ に S D G s の 目 標 に 向 か っ て 第 一 線 で の 取 り

組 み と い え る の で は な い で し ょ う か 。

―有難うございました。

SDGs 達成に向けてSDGs 達成に向けて

さ ら に 昭 和 3 2 年 の 水 道 法 と い う 、 水 道 の 規

制 制 度 が 成 長 要 因 を 決 め て き ま し た 。

　 こ う し た 制 度 を 今 後 は 海 外 と 共 有 す る こ と

に よ っ て 、 現 地 国 の 水 道 イ ン フ ラ の 強 化 に 結  

び 付 け る こ と が で き る の で は な い で し ょ う

か 。

　 現 地 国 の 制 度 の う ち 、 料 金 規 制 や 会 計 統

制 、 こ う し た と こ ろ に も 貢 献 で き る 領 域 が あ

る と 考 え ま す 。

　 こ う し た 点 は 従 来 、 自 治 体 が 手 掛 け て き ま

し た か ら 、 北 九 州 市 、 K W S の 関 係 す る 領 域

か も し れ ま せ ん 。 た だ 重 要 な の は K O W B A

と し て は そ の 延 長 上 に 必 ず 施 設 整 備 等 が 関 係

し て く る と い う こ と で す 。 そ う し た 点 か ら 考

え る と 制 度 な ど に 関 わ る こ と で K O W B A 会

員 企 業 の 活 躍 の 場 が 今 ま で 以 上 に 広 が る 可 能

性 を 秘 め て い ま す 。

　 今 後 の 海 外 展 開 の 在 り 方 を 考 え る こ と は 、

北 九 州 市 ば か り で な く 、 日 本 全 体 の 水 ビ ジ ネ

ス に 関 わ る こ と で す 。 K O W B A が 先 頭 に 立 っ

て 、新 た な 展 開 に 広 げ て い け れ ば と 考 え ま す 。

中 西 　 S D G s の 上 下 水 道 に 関 わ る テ ー マ は 目

標 6 番 の 「 安 全 な 水 と ト イ レ を 世 界 中 に 」 に

な り ま す 。 当 然 、 国 内 に お い て も 目 標 に 向 け

て 諸 施 策 を 実 施 し て い ま す が 、 そ の 国 内 で

培 っ た 技 術 を 海 外 協 力 に 持 っ て い く 試 み が 海

外 技 術 協 力 で あ り 、 S D G s の 達 成 に 向 け た 取

り 組 み な の で す 。

　 北 九 州 市 は S D G s 未 来 都 市 に 選 定 さ れ て い

ま す 。 2 4 時 間 給 水 で き て い な い 国 や 下 水 道

が 整 備 さ れ て い な い 国 に 、 我 々 の 技 術 を 移 転

し 、 環 境 改 善 さ れ る こ と は こ れ か ら も 積 極 的

に 推 進 し て い く 方 針 で す 。

カンボジア民営水道の視察 (2018 年 )
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プノンペン水道公社の広大な敷地の一画、本館 1
階に事務所があり、2015 年 10 月から運営され
ています。プノンペンの中心部に位置し、移動の
利便性が非常に高いのが特徴です。

KOWBA 会員企業の海外水ビジネス支援を目的として、北九州市
上下水道局、現地水道公社、KOWBA の 3 者の協力により運営し
ており、現地に自社拠点を持たない地元企業等の海外展開を強力
にサポートしています。両事務所とも KOWBA から運営委託を
受けた現地企業スタッフが常駐対応しています。

サポートセンターの主な機能

レンタルオフィス　
会議室の提供　
現地通訳や車両の手配サポート

など

ハイフォン水道公社の本館 1 階に事務所があり、
2016 年 4 月から運営されています。プノンペン
事務所同様、立地に恵まれています。企業製品の
展示ブースなどが充実しています。

2018 年７月　
下水道分野の国際交流会（６か国代表）

2019 年 10 月
カンボジア CWA 展示会 プノンペン水道公社 ハイフォン水道公社

2021 年 3 月　
水道産業新聞掲載、HP リニューアル

2018 年 12 月
日本カンボジア上下水道セミナー

北九州市海外水ビジネス推進協議会は、北九州市における官民連携による海外水ビジネスに向けた取り組みを積極
的に推進することを目的としています。
北九州市と連携して海外の水ビジネス情報の収集・共有、海外展開勉強会、海外でのセミナーなどを実施します。

北九州市海外水ビジネス推進協議会概要
Kitakyushu Overseas Water Business Association

会 長
副会長

監 事
非常勤顧問
幹事会
企業会員
市関係局
その他
事務局

白川　敬（北九州商工会議所副会頭）
有田仁志（㈱北九州ウォーターサービス代表取締役社長）
佐藤裕也（早稲田大学研究院准教授）
倉谷利美（㈱サン電機工業代表取締役）、上下水道局海外事業部長
森一政（元副会長）
幹事長＝有田副会長、副幹事長＝㈱ジオクラフト石原社長、委員 12 人
１４８社（市内企業 81 社、市外企業 67 社）＊ 2021 年 3 月 1 日現在
上下水道局、企画調整局、環境局、産業経済局
関係機関（商工会議所等９）、学識経験者（４人）、オブザーバー（厚生労働省等６）
㈱北九州ウォーターサービス海外事業部（事務局長＝海外事業部長）

１、定期総会開催

毎年 1 回開催、事業計画や予算・決算、会長選任等を審議

ホームページなどを通じて会員同士の情報共有を図ると
ともに広く情報発信します。

(2)

４、会員及び関係機関等との情報交換

(1) 北九州市で開催される水関連のイベントや国際会
　  議で交流会を開催します。

５、官民連携による海外展開の手法検討及び推進

(1) 北九州市海外事業サポートセンターの利用促進
会員企業がビジネス展開する活動拠点として、カンボジア国プノンペンとベトナム国ハイフォン市にサポートセン
ターを設置、個別スペースは希望する会員が利用できます。

(2) 海外要人や研修員等との意見交換会を実施します。

北九州市海外事業サポートセンター北九州市海外事業サポートセンター

カンボジア・プノンペン事務所 ベトナム・ハイフォン事務所

設立目的設立目的

活　動活　動

２、民間企業のニーズ及びシーズの把握

(1) 企業会員間における技術・情報の共有や海外での PR 等に活用するため、北九州市の海外水ビジネスへの取り　
　  組みを紹介するパンフレットを作成、配布します。
(2) 会員企業情報を載せたパンフレット「北九州市海外水ビジネス推進協議会　会員紹介」の英語版、ベトナム語
　  及びカンボジア語版を作成。展示会等で配布します。

３、展示会、セミナー等の開催及び参加　　

3



2016 ベトナム建設省意見交換会

2015 フンセン首相が来北

2021 オンラインによるセミナー

2010 第 1 回総会

2014 

ミャンマー国マンダレー市幹部との交流
2011 大連セミナー

2423

北九州市海外水ビジネス推進協議会概要

設
立
、
第
1
回
総
会　

運
営
要
綱
等
を
決
定　

北
九
州
商
工
会
議
所
竹
澤
副
会
頭
が
会
長
に
選
任

ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
イ
フ
ォ
ン
水
道
公
社
1
0
5
周
年
記
念
式
典
に
出
席
、
ベ
ト
ナ
ム
水
道
展
に
企
業
会
員
8
社
が
出
展
し
商
談
会
を
実
施

カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

ハ
イ
フ
ォ
ン
市
と
の
下
水
道
技
術
協
力
を
具
体
化
す
る
た
め
現
地
を
視
察

中
国
大
連
市
へ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
を
派
遣
、
企
業
会
員
18
社
が
参
加
し
セ
ミ
ナ
ー
と
商
談
会
を
実
施

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
水
週
間
2
0
1
1
に
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
設
置
、
企
業
会
員
11
社
が
出
展

第
2
回
総
会　

幹
事
会
を
設
置

厚
生
労
働
省
主
催
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
水
道
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

中
国
大
連
市
で
研
修
ニ
ー
ズ
等
調
査
、
企
業
会
員
4
社
が
参
加

大
連
市
政
府
関
係
者
8
名
を
受
入
れ
、
下
水
道
関
連
の
現
場
視
察
や
企
業
会
員
と
意
見
交
換

第
3
回
総
会

韓
国
釜
山
の
I
W
A
世
界
水
会
議
に
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
出
展
企
業
会
員
8
社
が
参
加

ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
ノ
イ
市
の
ベ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
2
0
1
2
に
企
業
会
員
6
社
と
共
同
で
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
出
展

厚
生
労
働
省
主
催
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
水
道
セ
ミ
ナ
ー
に
企
業
会
員
3
社
が
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
6
社
が
参
加
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
水
道
公
社
で
製
品
・
技
術
を
紹
介

J
I
C
A
研
修
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
副
部
長
と
地
方
水
道
事
業
体
副
局
長
8
名
を
受
入
れ
、
企
業
会
員
と
意
見
交
換

第
4
回
総
会　

規
約
改
定
（
会
費
制
導
入
、
監
事
設
置
ほ
か
）

ベ
ト
ナ
ム
国
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
ベ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
2
0
1
3
に
企
業
会
員
6
社
が
出
展
、
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表

J
I
C
A
事
業
で
来
北
し
た
大
連
市
及
び
周
辺
都
市
の
水
道
関
係
者
7
名
と
企
業
会
員
10
社
が
意
見
交
換

サ
イ
ゴ
ン
水
道
公
社
及
び
ハ
イ
フ
ォ
ン
水
道
公
社
の
代
表
者
4
人
が
来
北
、
企
業
会
員
15
社
と
意
見
交
換

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
友
好
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
厚
生
労
働
省
、
J
I
C
A
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
主
催
し
、
水
道
産
業
国
際
展
開
推
進
事
業
、

「
水
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
開
催
、
企
業
会
員
9
社
が
参
加
、
商
談
会
を
実
施

ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
ビ
ン
バ
オ
浄
水
場
U
B
C
F
施
設
竣
工
式
に
出
席

カ
ン
ボ
ジ
ア
対
象
下
水
道
研
修
受
入
れ
を
支
援
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
・
自
治
体
幹
部
と
企
業
会
員
15
社
が
意
見
交
換

北
九
州
市
が
ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
か
ら
工
業
手
工
芸
省
エ
ク
・
ソ
ン
・
チ
ャ
ン
長
官
等
5
名
を
招
い
て
水
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
i
n
北
九
州
及
び
交
流
会
を
開
催
し
企
業
会
員
30
社
が
参
加

第
5
回
総
会

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
民
営
水
道
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
、
企
業
会
員
11
社
が
参
加

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
で
J
E
T
R
O
が
主
催
す
る
水
道
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
マ
ン
ダ
レ
ー
市
長
他
を
招
き
企
業
会
員
21
社
が
意
見
交
換

ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
下
水
道
排
水
公
社
会
長
他
を
招
き
企
業
会
員
23
社
が
意
見
交
換

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
日
本
水
道
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
開
催
、
企
業
会
員
16
社
が
参
加

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
下
水
道
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
、
企
業
会
員
24
社
が
参
加

8
月
31
日

11
月
23
〜
27
日

12
月
16
日

5
月
18
〜
20
日

4
月
12
〜
16
日

7
月
5
〜
7
日

8
月
23
日

12
月
20
日

4
月
9
〜
14
日

6
月
18
日
〜
7
月
6
日

8
月
23
日

9
月
16
〜
21
日

11
月
6
〜
8
日

12
月
13
〜
14
日

5
月
7
日
〜
6
月
1
日

8
月
27
日

10
月
16
〜
18
日

11
月
28
日

12
月
6
日

12
月
16
〜
17
日

12
月
20
日

2
月
4
日

4
月

4
月
24
日

6
月
20
日

7
月
28
日
〜
8
月
3
日

8
月
20
日

8
月
26
日

10
月
9
日

12
月
17
〜
19
日

2
月
16
日

2010

第
6
回
総
会

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
フ
ン
セ
ン
首
相
及
び
商
工
会
関
係
者
が
来
北
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
商
工
会
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
、
企
業
会
員
43
社
が
参
加

ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
水
道
公
社
1
1
0
周
年
記
念
事
業
及
び
国
際
水
道
機
材
展
示
会
に
企
業
会
員
7
社
が
参
加

北
九
州
市
海
外
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
が
開
設

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
日
本
水
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
マ
ッ
チ
ン
グ
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
開
催
、
企
業
会
員
16
社
が
参
加
。

カ
国
工
業
手
工
芸
省
、
北
九
州
市
、
K
O
W
B
A
の
三
者
で
協
定
を
締
結

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
と
の
姉
妹
都
市
協
定
締
結
記
念
祝
賀
会
を
開
催

北
九
州
市
海
外
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ハ
イ
フ
ォ
ン
事
務
所
が
開
設

第
7
回
総
会

ベ
ト
ナ
ム
国
建
設
省
技
術
イ
ン
フ
ラ
局
長
他
が
来
北
、
日
明
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
商
品
紹
介
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
企
業
会
員
14
社
が
参
加

北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
エ
コ
テ
ク
ノ
2
0
1
6
特
別
企
画
国
際
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
に
企
業
会
員
8
社
が
出
展

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
セ
ミ
ナ
ー
・
展
示
会
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
開
催
、
企
業
会
員
20
社
が
参
加

北
九
州
市
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
を
活
用
し
た
海
外
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
企
業
会
員
57
社
が
参
加

第
8
回
総
会
（
株
）
K
W
S
富
増
社
長
が
会
長
に
選
任

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
上
下
水
道
セ
ミ
ナ
ー
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
開
催
、
企
業
会
員
19
社
が
参
加

第
9
回
総
会

北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
下
水
道
展
’
1
8
、
下
水
道
国
際
会
議
に
参
加
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
大
連
市
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
代
表
と
交
流
会
を
開
催
、
企
業
会
員
53
社
が
参
加

東
京
で
の
I
W
A
（
国
際
水
協
会
）
世
界
会
議
・
展
示
会
に
企
業
会
員
2
社
と
共
同
で
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
出
展

ベ
ト
ナ
ム
国
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
の
ベ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
2
0
1
8
に
企
業
会
員
4
社
と
共
同
で
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
出
展

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
上
下
水
道
セ
ミ
ナ
ー
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
開
催
、
企
業
会
員
24
社
が
参
加

第
10
回
総
会　

北
九
州
商
工
会
議
所
清
田
副
会
頭
が
会
長
に
選
任

J
I
C
A
事
業
で
来
北
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
工
業
手
工
芸
省
ウ
ム
・
ソ
タ
ー
長
官
ほ
か
と
交
流
会
を
開
催

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
者
協
会
（
C
W
A
）
第
3
回
会
議
・
展
示
会
に
会
員
企
業
4
社
と
共
同
で
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
出
展

ベ
ト
ナ
ム
国
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
ベ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
2
0
1
9
に
企
業
会
員
4
社
と
共
同
で
K
O
W
B
A
ブ
ー
ス
を
出
展

北
九
州
市
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
技
術
交
流
20
周
年
を
記
念
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
工
業
手
工
芸
省
上
級
大
臣
チ
ャ
ン
・
プ
ラ
シ
ッ
ド
閣
下
や
水
道
分
野
の
要
人
を
招
聘
し
て
開
催
さ
れ
た

日
本
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
企
業
会
員
46
社
が
参
加

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
上
下
水
道
セ
ミ
ナ
ー
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
で
開
催
、
会
員
企
業
24
社
が
参
加

第
11
回
総
会　

コ
ロ
ナ
禍
で
書
面
表
決

臨
時
総
会
（
書
面
表
決
）　

北
九
州
商
工
会
議
所
白
川
副
会
頭
が
会
長
に
選
任

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
上
下
水
道
セ
ミ
ナ
ー
を
北
九
州
、
東
京
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
等
を
結
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

カ
ン
ボ
ジ
ア
民
営
水
道
協
会
（
C
W
A
）
と
連
携
協
定
を
締
結

5
月
21
日

7
月
5
日

10
月
9
〜
10
日

11
月
1
日

	

1
月
25 

〜
27
日

3
月
29
日	

4
月
1
日

5
月
19
日

7
月
25
日	

10
月
12
〜
14
日

10
月
25
〜
26
日

3
月
15
日

5
月
24
日

12
月
21
〜
22
日

5
月
22
日	

7
月
25
日

9
月
16
日
〜
21
日

11
月
7
〜
9
日

12
月
20
〜
21
日

7
月
1
日	

7
月
24
日

10
月
30
〜
31
日

11
月
6
〜
8
日

11
月
28
日

1
月
22
〜
23
日

5
月
22
日

8
月
26
日

1
月
28
日

201120142015201620172018201920202021 20122013
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企業名
ケ （株）ケイ・イー・エス

（株）Ｋ・Ｋ
（株）建設技研インターナショナル

コ （株）鴻池組
（株）光明製作所
コスモ工機（株）

（株）COLT
サ サイタホールディングス（株）

山九（株）
（株）サン電機工業
三友プラントサービス ( 株 )
サンユレック（株）

シ JFE アドバンテック（株）
（株）ジェー・フィルズ
（株）ジオクラフト
（株）神鋼環境ソリューション
新明和工業（株）

（株）新菱
進和技術（株）

ス 水道機工 ( 株 )
水 ing エンジニアリング（株）

（株）菅原
住友商事（株）

セ （株）正興電機製作所
西部電機（株）
積水化学工業（株）

タ 第一環境（株）
大成建設（株）
ダイソーエンジニアリング（株）

（株）太平設計
大和探査技術 ( 株 )

（株）タカギ
( 株 ) 高田工業所
多木化学（株）
( 株 ) 多久製作所

チ （株）中央設計技術研究所
中外テクノス ( 株 )

ツ 月島機械 ( 株 )
テ （株）TEC インターナショナル

（株）ディーシー
（株）データベース
( 株 ) テッツコーポレーション
デノラ・ペルメレック（株）
テラル（株）

企業名
ア アース建設コンサルタント ( 株 )

愛知時計電機（株）
アイム電機工業（株）
アイレック技建（株）
アジア航測 ( 株 )
芦森工業 ( 株 )
アズビル（株）
麻生商事（株）
阿波製紙（株）

（株）安藤・間
イ （株）石垣

（株）いしかわエンジニアリング
石川金属工業（株）

（株）石川鉄工所
ウ ( 株 ) ウェルビー

（株）ウォーターテック
エ （株）NJS

（株）荏原製作所
オ 王子ホールディングス ( 株 )

大久保設備工業（株）
大村セラテック（株）
( 株 ) 奥村組
オプテックス（株）
オリジナル設計（株）
オルガノ ( 株 )

カ 兼松エンジニアリング（株）
（株）環境開発
（株）環境施設
環境テクノス（株）

キ ( 株 ) 北九州ウォーターサービス
北九州管工事協同組合

（株）北九州銀行
（一社）北九州市建設コンサルタント協会
北九州設計 ( 有 )

（一社）北九州電設協会
北九州水管理リサーチ ( 株 )
機動建設工業 ( 株）

（株）九電工
協栄電気（株）
協和機電工業（株）
清本鐵工（株）

ク （株）クボタ
( 株 ) クボタ建設
クラウンエイジェンツ・ジャパン（株）

企業名
ト 東亜建設工業 ( 株 )

東京計器（株）
東芝 EI コントロールシステム（株）
東芝インフラシステムズ ( 株 )

（株）東洋電機工業所
東レ（株）

（株）トーケミ
ＴＯＴＯ（株）
有限責任監査法人トーマツ
巴工業（株）

（株）酉島製作所
ナ ( 株 ) ナガオカ

中日本建設コンサルタント ( 株 )
ニ 西日本鉄道 ( 株 )

西日本オートメーション ( 株 )
（株）西日本計測
（株）西日本シテイ銀行
日章アステック（株）

（株）日水コン
日鉄ステンレス（株）八幡製造所
日鉄パイプライン＆エンジニアリング（株）
日塗化学（株）
日本原料（株）
日本工営（株）
日本水工設計（株）

（株）日本総合研究所
日本テクノ（株）

ノ （株）ノーケン
ハ 阪神動力機械（株）
ヒ ( 株 ) 日立製作所

日立造船（株）
日之出水道機器（株）

フ （株）福岡銀行
フジクリーン工業 ( 株 )

（株）フジコー
フジテコム（株）

（株）富士ピー・エス
フジワラ産業（株）
( 株 ) ふちわき

へ ( 株 ) ベルテクノ
ホ ( 株 ) 堀場アドバンスドテクノ
マ 前澤工業（株）

前田建設工業（株）
（株）松尾設計

企業名
ミ （株）みずほ銀行

三菱ケミカルアクア・ソリューションズ ( 株 )
三菱電機（株）

メ （株）明電舎
メタウォーター ( 株 )

モ 門菱港運（株）
ヤ （株）安川電機

安原環境テクノロジー ( 株 )
八千代エンジニヤリング（株）

（株）ヤマウチ
ユ （株）ユニ・エレックス
ヨ 横河ソリューションサービス（株）
ラ （株）ライフライン
ワ 若築建設（株）

( 株 ) 和建設計事務所

北九州市海外水ビジネス推進協議会　会員名簿（2021 年 3 月 1 日現在） 
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図 2　北九州市における国際協力の発展メカニズム
出典：[ 参考文献 1]
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図 1　北九州市とカンボジア王国の協力枠組みの変遷

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）
北九州アーバンセンターリサーチマネージャー

赤木　純子

はじめに

北九州市は国際協力のトップランナー

北九州市が取り組む海外水ビジネス

北 九 州 市 は、 国 内 に 大 小 1700 以 上 あ る 自 治 体 の
中 で、 国 際 協 力 分 野 の ト ッ プ ラ ン ナ ー と 呼 ば れ る
存在である。1980 年の北九州国際研修協会（現：
北九州国際技術協力協会（KITA））設立を契機に、
国際協力事業団（現：国際協力機構（JICA））らと
連 携 し、 研 修 や 技 術 協 力 案 件 の 実 施 を 通 じ て、 市
内 に 蓄 積 さ れ た 上 下 水 道 や 廃 棄 物 管 理 な ど と い っ
た 都 市 イ ン フ ラ 整 備 に 資 す る 技 術 や 運 営 管 理 の ノ
ウ ハ ウ を 惜 し み な く 海 外 の 都 市 や 地 域 に 伝 え て き
た。
上下水道分野の国際協力は、JICA の要請に応える
形 で、1990 年 に 水 道 局（ 現： 上 下 水 道 局 ） の 職
員 を 西 ア フ リ カ の マ リ 共 和 国 に 派 遣 し た こ と に 始
ま る。 そ れ 以 来、 様 々 な 国 や 地 域 で 水 供 給 事 業 の
改 善 に 貢 献 し て き た。 中 で も、 カ ン ボ ジ ア の プ ノ
ン ペ ン 都 に お け る 北 九 州 市 の 水 道 技 術 に よ る 支 援
事 業 の 成 果 は「 プ ノ ン ペ ン の 奇 跡 」 と し て 世 界 中

で 賞 賛 さ れ、 国 際 協 力 分 野 に お け る 北 九 州 市 の 知
名 度 を 高 く 押 し 上 げ る こ と に 繋 が っ た。 こ の 水 道
分 野 で の 貢 献 を 背 景 に、2015 年 7 月 に フ ン・ セ
ン 首 相 の 北 九 州 市 訪 問 が 実 現 し、 プ ノ ン ペ ン 都 と
の姉妹都市締結が提案された。これを契機として、
北 九 州 市 と プ ノ ン ペ ン 都 は 2016 年 3 月 に 姉 妹 都
市 協 定 を 締 結 し、 下 水 道 や 環 境 な ど も 含 め た 多 方
面 で 協 力 事 業 を 展 開 し て い る。 ま た、 水 道 事 業 の
協力に関しては、2007 年以降、カンボジア政府も
巻き込んでカンボジア全土に波及している（図 1）。
北九州市は、ベトナム、ミャンマー、インドネシア、
中 国 大 連 市 の よ う な ア ジ ア 諸 国、 中 東 な ど の 途 上
国 に お い て も、 現 地 の 水 道 お よ び 下 水 道 の イ ン フ
ラ整備・改善に資するため、中央政府や JICA など
と連携しながら数多くの協力案件を手掛けている。

北九州市の強み

日 本 政 府 か ら 国 内 の 自 治 体 に 対 し 国 際 協
力への参加を求める機会は多いものの、自治
体が国際協力に従事することの法的根拠はな
い。ましてや途上国を対象とした国際協力事
業は、支援対象国に貢献できたとしても、地
元 に 還 元 で き る メ リ ッ ト を 見 出 し に く い な
ど、参加すること自体を当然の行政業務とみ
なすことが難しいところがある。このため、
北九州市のように自治体レベルでの国際協力
が継続し、ましてや拡大基調で展開するとい
う自治体は稀である。

北 九 州 市 が 国 際 協 力 の 分 野 で 活 躍 を 続 け
られる理由は何だろうか。赤木他は、北九州
市 が 環 境 の 分 野 で 都 市 間 協 力 を 1980 年 か
ら約 40 年にわたり多方面で実施してこられ
た 理 由 と し て、 図 2 に 示 す 7 つ の 要 因 が 揃
い、有機的に繋がっているためと分析してい
る [ 参考文献 1]。これは上下水道の分野にも
当てはまる。まず、北九州市上下水道局の事

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）は、「地球環境戦略研究機関設立憲章」の趣旨を踏まえ、持
続可能な開発のための革新的な政策手法の開発および環境対策の戦略づくりのための政策的・実践的研究

（戦略研究）を行い、その成果を様々な主体の政策決定に具現化し、地球規模、特にアジア太平洋地域の
持続可能な開発の実現を図ることを目的とし、1998 年 3 月に日本政府のイニシアティブと神奈川県の支
援により設立された組織である。IGES のサテライトオフィスのひとつである北九州アーバンセンターは
1999 年 10 月から北九州市に事務所を置き、北九州市をはじめとする地域のステークホルダーと連携し
ながら、アジア太平洋地域における持続可能な都市の実現に資する調査・研究および事業を行っている。
2010 年 6 月からはアジア低炭素化センターの一翼も担っている。
北九州アーバンセンターは、IGES 設立 20 周年にあたる 2018 年に、北九州市の約 40 年にわたる環境国
際協力の歴史を整理したレポート [ 参考文献 1] を出版し、2020 年には上下水道分野を対象にしたレポー
ト [ 参考文献 2] も出版している。ここでは、北九州市の国際政策を 20 年以上見つめてきた立場から、北
九州市の海外水ビジネス、ならびに北九州市海外水ビジネス推進協議会（KOWBA）の役割や未来につい
て論じてみる。
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東京都 広島県 横浜市 川崎市 浜松市

官民連

携の取

組

東京都水道局国際展開民間

企業支援プログラム

公民共同企業体

（株式会社水みらい広島）
横浜水ビジネス協議会

かわさき水ビジネスネット

ワーク

水と暮らしを豊かにする浜

松技術プラットフォーム

（HARP♪）

設立 平成 22年１月 平成 24年 9月 平成 23年 11 月 平成 24年 8月 平成 28年 9月

概要

途上国からのニーズに
応じた多様かつ持続的
な協力を行うため、日
本の民間企業の海外展
開を支援する仕組みと
して民間企業支援プロ
グラムを運用

県と民間による共同出
資で「株式会社水みら
いを設立。
順次県内市町や県外へ
の展開を目指すととも
に、国内での実績を踏
まえ、将来的には海外
展開を視野に入れ、事
業を実施している

新興国などにおける水
環境に関する課題解決
や、市内企業等のビジ
ネスチャンス拡大を通
じた市内経済の活性化
を目指し、市内企業・
団体等と横浜市が連携
して海外水ビジネス展
開を図るため、協議会
を設立した

世界の水環境改善に貢
献し、官民連携による
国際展開を推進するた
め、民間企業と川崎市
が連携、強調して水ビ
ジネスを推進する枠組
みを設立。市は、ニー
ズの把握、スキーム
構築等のサポート、情
報提供などの支援を行
う。

浜松市水道事業ビジョ
ン（平成 28年３月策
定）に基づき、蓄積さ
れた水道技術の維持向
上を目的に、国際的な
技術支援及び市内企業
の海外展開を進めるた
め、上下水道部と市内
企業の官民連携による
技術支援活動や技術普
及方策について意見交
換等を行う。

会員数
2020年 3月現在

70社が登録
－

2020年 1 月現在

会員 176 社

2020年 1 月現在

83会員・13協力団体

2018 年 12 月現在

上下水道部、13の市内企

業・関係団体

名古屋市 大阪市 北九州市 福岡市

官民連

携の取

組

水といのちとものづくり中

部フォーラムへの参加

大阪　水・環境ソリュー

ション機構

北九州市海外水ビジネス推

進協議会

公民共同企業体

（株式会社北九州ウォー

ターサービス）

福岡市国際ビジネス展開プ

ラットフォーム

設立 平成 21 年 6月 平成 23年 4月 平成 22年 8月 平成 27年 12 月 平成 26年 10月

概要

民間企業や関連団体と
の連携を強化し、地域
の産業界の活性化を図
るため、中部地域の産
学官で構成される水の
いのちとものづくり
中部フォーラムへ参加
し、中部フォーラム会
員企業による国際的な
水ビジネスの展開を支
援

アジアを中心とした世
界の水・環境問題の解
決に貢献するため、大
阪市・府と大阪・関西
の経済界が、官民連携
の体制で一体的に活動
する組織として「大阪
水・環境ソリューショ
ン機構」を設立。

地域企業をはじめ、国
際関係機関、国の省庁
からの参加も得て、官
民連携組織「北九州市
海外水ビジネス推進協
議会」を設立。
官民が一体となり、水
ビジネスの案件形成活
動に取り組んでいる。

国内外の水事業への効
果的な対応と効率的な
事業運営の推進を一体
的に行うことを目的と
して、市と民間による
共同出資で「株式会社
北九州ウォーターサー
ビス（KWS）」を設立。
上下水道の海外水ビジ
ネス事業などを実施し
ていく。

国際貢献の取組みを通
じ、官民連携による海
外事業案件の受注や、
地域企業等のビジネ
ス機会の創出を図り、
もって、海外の都市問
題解決と地域経済の活
性化に繋げる。

会員数
2020年 1 月現在

91 団体が登録
－

2020年 2月現在

会員企業 151 社
－

2019 年 1 月現在

会員数 90企業・団体

表 1　国内自治体の官民連携の取り組み

資料：[ 参考文献 4、5] を基に筆者作成

図 3　都市間連携による国際協
力でもたらされる効果
出典：[ 参考文献 1]

3029

北九州市が取り組む海外水ビジネス（IGES） 北九州市が取り組む海外水ビジネス（IGES）

業 計 画 の 施 策 の ひ と つ に「 本 市 が 持 つ 技 術 力・ 経
験 を 活 か し た 国 際 貢 献 」 が あ り、 政 策 的 に 明 確 に
位置づけられている。その上で、市内に 100 年以
上 に わ た り 蓄 積 さ れ て き た 上 下 水 道 の 技 術 や ノ ウ
ハ ウ を ベ ー ス に、 支 援 対 象 都 市 の ニ ー ズ に 応 え る
形で具体のソリューションを提案し、市内、国内、
海 外 の 多 様 な 主 体 と パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 組 ん で、
そ れ を 協 力 事 業 と い う 形 に 落 と し 込 ん だ 上 で 実 施
し て い る。 そ の 事 業 を 通 じ て 支 援 対 象 都 市 の 生 活
環 境 の 改 善 に 繋 げ る こ と で 国 内 外 の 評 価 を 獲 得 す
る だ け で な く、 市 内 企 業 の 水 ビ ジ ネ ス 受 注 な ど と
い っ た 市 内 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 裨 益 す る 形 で、
双 方 に と っ て ウ ィ ン・ ウ ィ ン の 関 係 性 を 築 く こ と
ができている（図 3）。

北 九 州 市 は、 そ も そ も の 市 の 成 り 立 ち と し て、
昔 か ら 交 通 の 要 衝 と し て 国 際 貿 易 拠 点 で あ っ た こ
とや、官営八幡製 鉄 所 の お 膝 元 と し て 発 展 し た
都 市 と し て 日 本 政 府 と の 関 係 性 が 強 か っ た こ
と 、 さ ら に は 1900 年代半ばの高度成長期に公害
克 服 を 経 験 し、 ア ジ ア を は じ め と す る 開 発 途 上 の
地 域 に 同 じ 思 い を さ せ た く な い と の 市 民 の 思 い と
理 解 も 相 ま っ て、 こ こ ま で 拡 大 基 調 か つ 継 続 的 に
取り組まれてきたものと推察される。

海外水ビジネス推進の背景と基盤整備

北 九 州 市 が 水 道 の 分 野 で 国 際 協 力 を 開 始 し て か
ら 約 30 年 の 間 に 世 界 の 情 勢 は 大 き く 変 化 し た。
2000 年代に入ると、低迷を続ける先進国を尻目に、
新 興 国 が 飛 躍 的 な 経 済 成 長 を 遂 げ た。 経 済 産 業 省
の水ビジネス国際展開研究会の報告書（2010 年 4
月 ） で は、 世 界 の 水 ビ ジ ネ ス の 市 場 規 模 は 2007
年の約 36 兆円から 2025 年には約 87 兆円に成長
すること、そしてその市場の大半（85％相当）は、
国 内 で は 自 治 体 に 運 営 管 理 の ノ ウ ハ ウ が あ る 上 下
水 道 分 野 で あ る こ と が 示 さ れ た [ 参 考 文 献 6]。 日
本政府は 2010 年 6 月、アジアを中心とした新興・

途 上 国 に お け る 旺 盛 な イ ン フ ラ 需 要 を 取 り 込 む べ
く、「パッケージ型インフラ海外展開」を推進する
こ と を 政 策 の 柱 と し た 新 成 長 戦 略 を 策 定 し、 新 幹
線・ 都 市 交 通、 水、 エ ネ ル ギ ー、 環 境 都 市 な ど の
分野で 2020 年までに 19.7 兆円の市場規模を目指
す と し た [ 参 考 文 献 3]。 そ の 政 策 実 現 に 向 け て、
自 治 体 の 水 道 局 な ど の 公 益 事 業 体 の 海 外 展 開 策 を
策定・推進することも言及された。

か ね て よ り JICA な ど と 連 携 し て 国 際 協 力 を 行
い、 実 績 を 上 げ て き た 北 九 州 市 が こ の 政 策 の 実 現
に 関 与 し て い く の は 自 然 な こ と で あ っ た。 政 府 の

新 成 長 戦 略 が 示 さ れ て 以 降、 北 九 州 市 で も 水 ビ ジ
ネ ス 展 開 に 向 け て 積 極 的 に 実 施 基 盤 を 整 え る 動 き
が 見 ら れ た。2010 年 8 月 の 北 九 州 市 海 外 水 ビ ジ
ネス推進協議会（KOWBA）の設立、2012 年 4 月
の 市 上 下 水 道 局 の 発 足 お よ び 海 外 事 業 課 の 設 置、
2015 年 12 月 の（ 株 ） 北 九 州 ウ ォ ー タ ー サ ー ビ
ス（KWS） の 設 立 な ど が 相 次 い だ。KOWBA は 市
内 外 の 民 間 企 業 と 市 関 係 局、 関 係 機 関、 学 識 経 験
者 か ら 構 成 さ れ る 官 民 連 携 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で
ある。他の自治体でも官民連携の取り組み（表 1）
が 展 開 さ れ て い る が、KOWBA は 会 員 数 で は 横 浜
水 ビ ジ ネ ス 協 議 会 に 次 い で 2 番 目 の 規 模 と な っ て

い る。 こ の 辺 り は KOWBA が 年 会 費 を 徴 収 し て い
る の に 対 し、 横 浜 水 ビ ジ ネ ス 協 議 会 が そ の よ う な
費 用 を 徴 収 し て い な い と こ ろ が 影 響 し て い る の か
も し れ な い が、 逆 に 言 え ば、KOWBA に 魅 力 を 感
じ て い る 企 業 が 市 内 お よ び 国 内 に 多 く 存 在 し て い
ることを示唆している。他方、KWS は北九州上下
水道協会を母体とする、北九州市と民間企業 6 社
が 共 同 出 資 す る 公 民 共 同 企 業 体 で あ り、 上 下 水 道
に関する市内事業、広域事業、海外事業を推進する。
KWS は KOWBA の事務局も担っている。



図 5　KOWBA 会員企業が受注した案件件数および受注額（累積）
資料：KOWBA 事務局提供

図 4　「北九州方式」の海外水ビジネス展開のフロー
出典：[ 参考文献 2]
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海外水ビジネスの展開

北 九 州 市 の 海 外 水 ビ ジ ネ ス は、 こ れ ま で の 協 力
事 業 を 通 し て 海 外 政 府 お よ び 都 市 な ど の 行 政 と の
間 で 築 か れ て き た 信 頼 関 係 を ベ ー ス に 進 め ら れ て
いる（図 4）。ここでは特に、多様な活動が見られ
るカンボジアとベトナムの事例を取り上げたい。

ま ず は カ ン ボ ジ ア に お け る 取 り 組 み で あ る。 北
九州市は、プノンペン都での実績を背景に、2011 
年 12 月にカンボジア政府と「主要 9 都市の水道
基 本 計 画 に 関 す る 覚 書 」 を 締 結 し、 各 都 市 の 水 道
事 業 に 計 画 策 定 段 階 か ら 深 く 関 与 す る 連 携 枠 組 み
が作られた。その枠組みの下、2012 年から 2021
年 1 月 現 在 に 至 る ま で に、 覚 書 の 主 要 9 都 市 全 て
で 上 水 道 施 設 の 整 備 事 業 な ど が 展 開 さ れ た。 そ れ
ら 事 業 の ほ と ん ど が KOWBA 会 員 企 業 を 中 心 と し
た 官 民 連 携 の ア プ ロ ー チ が 取 ら れ た も の と な っ て
い る。 当 初 は 計 画 調 査 や 基 本 設 計 が 中 心 で あ っ た
案 件 も、 最 近 で は 建 設 工 事 に も 及 ん で お り、 複 数
の 会 員 か ら な る コ ン ソ ー シ ア ム で 受 注 す る ま で に
大 型 化 し て い る。2019 年 3 月 に KOWBA 会 員 企
業が受注した事業・運営権対応型無償資金協力「カ
ンボジア王国・コンポントム上水道拡張事業」は、

資 機 材 調 達・ 建 設・ 施 工 管 理・ 運 営 維 持 管 理 を 日
本 企 業 グ ル ー プ が す べ て 行 う も の で あ っ た。 さ ら
に 前 年 12 月 に は KOWBA 会 員 企 業 が「 シ ェ ム リ
ア ッ プ 上 水 道 拡 張 事 業 」 の パ ッ ケ ー ジ 2（ 配 水 管
布 設 工 事 ） を、 ま た 2019 年 12 月 に は 同 事 業 の
パ ッ ケ ー ジ 3（ 浄 水 場 建 設 工 事 等 ） も KOWBA 会
員 企 業 が 受 注 し て い る。 こ れ は、 北 九 州 市 上 下 水
道 局 が 案 件 形 成 か ら 基 本 計 画 策 定 を 行 っ た 海 外 水
ビ ジ ネ ス と し て 初 の 受 注 案 件 で あ り、 さ ら に そ の
詳 細 設 計 お よ び 施 工 監 理 な ど を 行 う コ ン サ ル テ ィ
ン グ 業 務 も KOWBA 会 員 企 業 と 共 に 国 際 競 争 入 札
で 受 注 し 実 施 し て い る も の で、 受 注 額 か ら 見 て も
こ れ ま で の 中 で 最 大 規 模 の も の と な っ て い る。 ま
た、 上 水 道 の 分 野 に 留 ま ら ず、 下 水 道 の 分 野 で も
展 開 が 見 ら れ て い る。2016 年 3 月 に 北 九 州 市 が
プ ノ ン ペ ン 都 と 締 結 し た 姉 妹 都 市 協 定 を 契 機 と し
て、 下 水 道 事 業 に 関 す る 本 格 的 な 技 術 協 力 が 開 始
された。2019 年にはプノンペン都では初となる下
水 処 理 場 の 整 備 に 係 る 詳 細 設 計、 施 工 監 理 お よ び
ソ フ ト コ ン ポ ー ネ ン ト 業 務 を KOWBA 会 員 企 業 が
受注した。

次 に、 ベ ト ナ ム に お け る 取 り 組 み で あ る。 ベ
ト ナ ム で は ハ イ フ ォ ン 市 と の 連 携 が 中 心 で あ る。
2009 年 の 友 好・ 協 力 協 定 の 締 結 以 来、 両 市 の 市
長、副市長 ( ハイフォン市側は人民委員会委員長、
副 委 員 長 ) ら に よ る 相 互 訪 問、 経 済 会 の 交 流 が 促
進 さ れ、2014 年 に は 姉 妹 都 市 と な っ た 間 柄 で あ
る。KOWBA が 発 足 し た 2010 年、 ま さ に 海 外 で
の初仕事となったのが、同年 11 月に開催されたハ
イフォン市水道公社 105 周年記念式典への出席と、
ベ ト ナ ム 水 道 展 へ の KOWBA 会 員 8 社 の 出 展 と
商 談 会 の 実 施 で あ る。 そ れ 以 降、 北 九 州 市 が 開 発
し た 上 向 流 式 生 物 接 触 ろ 過（U-BCF） の 導 入 に 向
け た 調 査 か ら 実 証 事 業 の 展 開、 配 水 ブ ロ ッ ク シ ス
テ ム の 導 入 に 向 け た 調 査、 下 水 処 理 場 の 導 入 に 向
け た 協 力 事 業、 高 濃 度 排 水 処 理 シ ス テ ム の 導 入 な
ど、 数 多 く の 事 業 が 展 開 さ れ て き た。 ハ イ フ ォ ン
市 と の 連 携 を 通 じ て は、 主 要 な ア ン ズ オ ン 浄 水 場
への U-BCF の導入（無償資金協力事業）や、ハイ
フ ォ ン 市 の 上 水 道 の 施 設 情 報 管 理 シ ス テ ム と し て
KOWBA 会 員 企 業 の マ ッ ピ ン グ シ ス テ ム が 採 用 さ
れ る な ど の 成 果 を 見 せ て い る。 ま た、 下 水 道 分 野
においては、JICA 草の根協力事業を活用し、ポン
プ 場 維 持 管 理 ガ イ ド ラ イ ン、 管 渠 維 持 管 理 ガ イ ド
ラ イ ン、 下 水 処 理 場 運 転 管 理 ガ イ ド ラ イ ン の 作 成
支 援 を 展 開 し て き て い る。 そ の よ う な 技 術 交 流 を

通 じ て カ ウ ン タ ー パ ー ト に 市 内 企 業 の 製 品 を 広 報
し て き た こ と も 相 ま っ て、KOWBA 会 員 企 業 が 有
す る 下 水 道 マ ッ ピ ン グ シ ス テ ム や 管 渠 調 査 ロ ボ ッ
ト（もぐりんこ）の導入に繋がっている。

北 九 州 市 の 海 外 水 ビ ジ ネ ス の 展 開 は カ ン ボ ジ ア
と ベ ト ナ ム の み な ら ず 多 様 な 国・ 地 域 で も 展 開 を
見 せ て お り、KOWBA 会 員 企 業 の 受 注 状 況 と し て
は、 案 件 数 的、 ま た 金 額 的 に も 増 加 の 一 途 を 辿 っ
ている（図 5）。特に、カンボジアのコンポントム
や シ ェ ム リ ア ッ プ、 ベ ト ナ ム の ア ン ズ オ ン 浄 水 場
で 受 注 し た 案 件 の よ う に、 大 型 の 案 件 を コ ン ソ ー
シ ア ム で 獲 得 し に い く よ う な も の は、 ま さ に 日 本
政 府 が 望 ん で い た 一 気 通 貫 の サ ー ビ ス 提 供 を、 北
九 州 市 が KOWBA な ど を 立 ち 上 げ て 官 民 連 携 の 基
盤整備を行ったことにより可能にしたものと言え、
こ れ か ら の 大 型 案 件 の 受 注 も 期 待 さ れ る と こ ろ で
あ る。 ま た 円 借 款 事 業 に お い て、 一 般 ア ン タ イ ド
援 助 か つ 国 際 競 争 入 札 下 で の 日 本 企 業 の 受 注 率 の
低迷が長年の課題であったが、「シェムリアップ上
水 道 拡 張 事 業 」 の 円 借 款 案 件 で は KOWBA 会 員 企
業 が 国 際 競 争 入 札 で 受 注 で き た と い う 点 で、 課 題
解決に突破口を開くことができた好事例と言える。
こ れ は、 こ れ ま で の 日 本 政 府 や 北 九 州 市 の 支 援 の
成果から繋がったものに他ならない。
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今後の展開としての期待

こ れ ま で 見 て き た 北 九 州 市 の 海 外 水 ビ ジ ネ ス の
事 例 は、 北 九 州 市 が 有 す る 都 市 間 連 携 の 枠 組 み で
展 開 さ れ る も の で あ り、KOWBA 設 立 以 降、 着 実
に 受 注 案 件 お よ び 受 注 額 の 増 大 に 繋 が る な ど 成 果
を 上 げ て き た。 も ち ろ ん、KOWBA 会 員 企 業 の 中
に は こ の 枠 組 み の 下 だ け で ビ ジ ネ ス の 海 外 展 開 を
進 め て い る の で は な く、 独 自 に 販 路 を 切 り 開 い て
い る 企 業 も 存 在 し て い る。KOWBA が 技 術 力 の あ
る 市 内 企 業 と 市 外 の 大 手 企 業 ら の 連 携 メ カ ニ ズ ム
を う ま く 機 能 さ せ る こ と で、 多 様 な チ ャ ネ ル を 通
し て 海 外 水 ビ ジ ネ ス を 展 開 し て い く チ ャ ン ス は あ
る だ ろ う。KOWBA は 設 立 か ら 約 10 年、KWS は
さ ら に そ れ よ り も 若 い 組 織 で あ る。 両 組 織 と も に
こ れ か ら の 成 長 と 活 躍 の 余 地 は 大 い に あ る も の と
考 え ら れ る。 従 来 の 上 下 水 道 に 直 結 す る 企 業 の 参
加、 市 内 外 の 関 係 機 関 と の 連 携 強 化 は 進 め ら れ て
きているが、国際機関や金融機関、IT 企業などを
巻 き 込 む な ど し て よ り 一 層 の 多 様 性 を 持 た せ る こ
と で、 競 争 力 強 化 を 図 る こ と も で き る の は な い だ
ろうか。

北 九 州 市 内 企 業 の 高 い 技 術 力 や 上 下 水 道 の 運 営
管 理 能 力 は 世 界 的 に も 高 い 水 準 に あ る の は 確 か だ
ろう。しかし、それを必要とする人達にアウトリー
チ で き な け れ ば、 ま た、 相 手 の 求 め る 形 で サ ー ビ
ス を 提 供 で き な け れ ば、 市 場 の 開 拓 に は 繋 が ら な
い。 市 内 に 海 外 水 ビ ジ ネ ス 展 開 の 推 進 体 制 が 整 っ
て き た 今、 こ れ か ら さ ら に 発 展 さ せ る に は 戦 略 や
営 業 活 動 の 強 化、 そ し て そ れ を 可 能 に す る 人 材 の

育成・確保が必要になるだろう。
現在は、持続可能な開発目標（SDGs）の推進や

疫 病 対 策 の 観 点 か ら も 上 下 水 道 の 重 要 性 が 再 認 識
さ れ、 世 界 的 に も ニ ー ズ は 高 ま る 一 方 で あ る。 さ
ら に、 私 達 の 生 活 は、 海 外 の 水 を 使 っ て つ く ら れ
た 製 品 や 食 品 に よ っ て 支 え ら れ て い る こ と も 忘 れ
て は な ら な い。 す な わ ち、 自 分 達 の、 そ し て 次 世
代 の 生 活 を 守 っ て い く た め に は、 市 内 や 国 内 だ け
で な く、 海 外 の 地 域 も 同 様 に 良 く し て い く と い う
マ イ ン ド が 持 た れ る べ き で あ る。 北 九 州 市 に は そ
う い っ た 観 点 を 持 ち、 思 い を 形 に し て い く 気 概 を
持 っ た 人 達 が 育 つ 土 壌 が あ る と い う 印 象 を、 こ れ
ま で 脈 々 と 続 け ら れ て き た 国 際 協 力 の 実 績 か ら も
受けている。

北 九 州 市 は 北 部 九 州 の 拠 点 の ひ と つ で あ り、 市
内 に は 次 世 代 を 育 て る 教 育 機 関 が た く さ ん 存 在 し
て い る。 若 者 世 代 は、 上 下 水 道 事 業 に 直 接 的 に 関
心 が 高 く な か っ た と し て も、 国 際 協 力 や SDGs に
高 い 関 心 を 持 つ 人 達 が い る は ず で あ り、 そ こ を 入
口 と し て 上 下 水 道 分 野 の 海 外 展 開 に 従 事 し て い く
人 達 も 出 て く る の で は な い だ ろ う か。 海 外 水 ビ ジ
ネ ス 展 開 を 進 め て き た「 チ ー ム 北 九 州 」 に は、 こ
れ か ら は 地 理 的 な だ け で な く、 世 代 的 な 広 が り の
連 携 も 見 せ な が ら、 海 外 水 ビ ジ ネ ス を 発 展 さ せ て
い く こ と を 期 待 し た い。 ま た、 北 九 州 市 に は、 今
後 も 変 わ ら ぬ、 あ る い は こ れ ま で 以 上 の 一 貫 し た
政 策 的・ 技 術 的 な 後 方 支 援 の 継 続・ 強 化 に 期 待 し
たい。
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